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日本ユニシスグループは、日経BP社の「第10回クラウドランキング(日経コンピュータ2015年3月 5日号)」 において、
2部門2サービスが「ベストサービス」に選出されました。
これからもさらなる高みを目指して、お客様と共にICTで「人と環境にやさしい」社会の実現に貢献していきます。

|⊂丁がもつ無限の可能性を追求し、
いまある「ベスト」を超えていく。

●

UNISYS
日本ユニシスグループ
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″ 第43回 全国高等学校選抜バドミントン大会 ,

日   次

男子学校対抗戦 優 勝 杯  ・ 優 勝 旗 ・ 優 勝 盾

女子学校 対抗戦 優 勝 杯 ・ 優 勝 旗 ・ 優 勝 盾

男子ダブルス・男子シングルス・女子ダブルス・女子シングルス

あ  い  さ つ 公 益財 団法 人  日本 バ ドミン トン協 会

公 益 財 団法 人 全 国高 等 学校 体 育連 盟

(公財)全国高等学校体育連盟バドミントン専門部

歓 迎 の こ と ば 北 海 道 高 等 学 校 体 育 連 盟

北   海   道   知   事

札 幌 市 長

北 海 道 バ ド ミ ン ト ン 協 会

大 会 役 員 …… …… … … …… … … …… … …

競 技 役 員 …… … …… … … …… … …
… …

大 会 日 程 … … …… … … … … … …
… …
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公益財 寸法人 日本バ ドミン トン協会

全国各地の厳しい予選を勝ち抜かれた選手諸君ならびに関係の皆様をお迎えして、こ

こ北海道札幌市にて、第43回全国高等学校選抜バ ドミントン大会を盛大に開催されま

すことは、誠に喜びにたえません。

本会におきましては、かねてから各都道府県協会における一貫指導体制の構築を図

り、ジュニア育成に取り組んでまいりました。その成果が徐々にあらわれ、今年度はア

ジア・ジュニアU17&U15選 手権大会、第 2回ユースオリンピック競技大会などで
の入賞、また 12月 に開催された全日本総合では男女シングルスで、高校生の常山幹太

選手 (東大阪大学柏原高校)が第 3位、山口茜選手 (勝山高校)が初優勝するなど、数々の

大きな成果をあげました。また、日本のトップであるナショナルチームでは、トマス杯

で初優勝、ユーバー杯で準優勝、という快挙を成し遂げた記念すべきシーズンでもあり

ました。

このような状況の中、今大会でも活躍が期待されるジュニア世代の選手には、1年後

に迫ったリオデジャネイロ五輪、そして2020年 の東京五輪では、メダル獲得のため
に大いに奮闘していただきたいと思います。

選手の皆さんは、この大会に向けて厳しい練習に耐え、優れた技術、たくましい体力、

強い精神力をもって、本大会に参加されたものと思われます。その力と技を存分に発揮

し、悔いの残らない大会にしていただきたいと思います。

終わりに、本大会の開催にあたりまして、深いご理解とご協力をいただき、その準備

のためにご尽力いただきました、地元開催地関係者各位、並びに大会役員の方々に心か

ら感謝を申し上げ、挨拶といたします。

あ い さ つ

士
＝舌
十民貫

皇
叩

玖
不長〈

ム
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公益財団法人 全国高等学校体育連盟

会 長 小 野  力

第 43回 全国高等学校バ ドミン トン選抜大会が、北海道立総合体育セ ンター

で、 この よ うに盛大 に開催 できます ことを大変嬉 しく思います。

栄 えある全 国高等学校バ ドミン トン選抜大会 に出場 され る精鋭 の選手諸君、

出場、お めで と うございます。 これ までの ご努力に敬意 を表 します。

バ ドミン トン競技は、今 国内で一番注 目され ている競技 の一つです。 それ

は高校 3年生の山 口茜選手の活躍や 「スーパー シ リー ズファイナル」の女子

ダブル スで初優勝 、中学 1年生が全 日本総合選手権大会 に参戦す るな ど目覚

しい活躍があ りま した。

この大会に参加 できる栄誉 を 自信 と誇 りに、試合 においては 日頃の練習の成

果 を遺憾 な く発揮 し全力で競技 し、バ ドミン トンの楽 しさや素晴 らしさを全国

に発信 して欲 しい と思 っています。

この大会の記憶 を さかのぼる と、今 に語 り継 がれ る数多 くの名勝負 があ りま

した。そ して、本大会に参加 した選手は、大学生や社会人 とな り、国内での活

躍 を経 て、世界の桧舞台で活躍す る選手 として成長 してまい りま した。

2020年 東京 オ リンピック・ パ ラ リン ピック大会の開催 が決 ま り、中・

高校生のスポー ツ活動 に対す る注 目度がます ます高 くなってい くことが予想

され ます。今後、更なる躍進に中で、この大会からもオリンピックはもとより世界

選手権など世界に羽ばたく選手が多数育つことを願いつつ、選手諸君の大いなる健闘

を期待 します。

また、日頃より様々な面でご支援いただいた方々へ感謝の気持ちを忘れることなく

競技に望んで下さい。そして、この絶好の機会に北海道の自然や歴史、文化に触れる

とともに、地元の方々や全国から集まった選手との友情の輪を広げ、大会を通 じて高

校生らしいさわやかな交流を深め、大会のよき思い出を作って下さい。

結び に、本大会の開催 にあた り多大な ご尽力、ご支援 をいただきま した関係

各位 に心 よ り御礼 申 し上げあい さつ といた します。

b L\ S -)
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公益財 法人 全国高等学校体育連盟

バドミントン専門部長  り吊 山 女子 不口

全国の厳しい予選を勝ち抜いた監督 。選手の皆様の参加を得て、さっぽろ雪まつりで

有名な、北海道札幌市で平成 26年度第 43回全国高等学校選抜バ ドミントン大会が盛大

に開催できますことは大きな喜びであります。

さて、現在高校生の活躍は目覚ましいものがあり、世界のジュニアの大会はもとより

最近では、山口茜さんが 12月 にドバイで行われたBWFワール ドスーパーシリーズフ

ァイナルズ 2014において女子シングルスで高校 2年生ながら第 3位 という最高峰の舞

台で素晴らしい成果を上げてくれています。リオデジャネイロオリンピックや東京オリ

ンピックに向けて、本当にこれからの活躍が楽しみなジュニア世代でありますが、いよ

いよ第 43回全国選抜大会が始まります、昨年の長野大会から男子 33校、女子 34校の

拡大枠での開催となつて 2年 目になりますが、参加される皆さんは、学校の代表として

だけではなく、ブロックや各都道府県の代表として、日頃鍛えた力と技を遺憾なく発揮

され、多くの仲間たちとの交流を深めつつ、友情の輪を広げてほしいと思います。

また、日本が世界に誇れる今だからこそ、この高体連の『若い力と技と明朗な精神』

のキャッチフレーズが必要な時であると思います。これを合言葉に選手の皆さんが平常

心を忘れず、互いに頂点を競いながらも、勝利至上主義にのみ邁進することなく、高校

生としてのフェアープレイの精神と相手を尊重するスポーツマンシップを重んじられ

て最後まであきらめることなく、正々堂々戦い抜いてくれることを祈念しています。

結びに平素より熱心な指導で選手育成にご尽力いただいている指導者各位に敬意を

表すると共に、大会開催にあたりご尽力とご支援を賜りました関係各位に心よりお礼を

申し上げあいさつといたします。
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歓迎のことば

北海道高等学校体育連盟

平成 26年度第43回全国高等学校選抜バ ドミントン大会が札幌市において盛大に
開催できますことは、誠に喜ばしく、全国各地から参加された多くの選手・監督・役員

の皆様を心から歓迎申し上げます。

厳しい各都道府県の予選を突破し、晴れて本大会への出場を果たされた選手の皆さ

ん、また、日ごろから熱心に指導に当たられている指導者の皆さんに心からお祝いを申

し上げますとともに、これまでの弛まぬご努力に対し心から敬意を表します。

昨年 9月 に韓国の仁川で開催されたアジア競技大会では、女子団体の銅メダル、女子

ダブルスの高橋礼華。松友美佐紀ペアの銀メダルなど、ロンドンオリンピックでの女子

ダブルス銀メダルに引き続いての日本選手の活躍が記憶に新しいところです。

選手の皆さんには、個人の栄光と母校の名誉をかけ、これまでの練習で鍛えた技と力

を存分に発揮され、最後まで全力を尽くしていただくとともに、本大会への出場を契機

として一層精進され、近い将来、皆さんの中から日本を代表して国際大会で活躍する選

手が育ってくれることを期待しています。

また、この絶好の機会に、北海道や札幌市の自然や歴史、文化に触れるとともに、一

緒に出場された仲間と温かい友情の輪を広げ、この北海道大会が一人ひとりの思い出に

残る素晴らしい大会となることを願っています。

終わりに、本大会の開催にあたり、ご尽力いただきました関係各位に感謝申し上げま

すとともに、本大会のご成功と選手の皆さんのご健闘を心からお祈り申し上げ、歓迎の

ことばといたします。

会 長 藤 岡 二 朗

-10-



歓迎のことば

北海道知事 高 橋 はるみ

全国各ブロックの厳しい予選を勝ち抜いた精鋭が一堂に集い、第43回全国高校学校

選抜バ ドミントン大会が、ここ札幌市を舞台に盛大に開催されますことをお喜び申し上

げますとともに、選手並びに役員の皆様のご来道を心から歓迎いたします。

北海道においては、バ ドミントンをはじめ、スポーツを身近なものとして普及・定着

させるなど、「スポーツの力」をキーワードに様々な取組を通して、健康でこころ豊か

な人材の育成と潤いと活力ある地域づくりを進めています。

本道での開催が2007年 以来 8年ぶり、4回 目となる本大会において、選手の皆様

には、日々の練習で鍛えた技と力を存分に発揮され、チーム及び個人の名誉と栄冠をか

け、全力を尽くしていただきたいと思います。

そして、若さあふれる白熱した試合で、観客の皆様を大いに魅了するとともに、バ ド

ミントンを通して培われた貴重な経験をもとに、よりたくましく成長され、新しい時代

を担う大きな力となられることを期待しています。

また、この機会に、競い合った選手の皆様と温かい友情の輪を広げられるとともに、

本道の雄大な自然や豊かな味覚を存分に満喫され、思い出深い大会としていただくこと

を願っています。

終わりに、本大会の開催にご尽力いただいた関係者の皆様に深く敬意を表しますとと

もに、大会のご成功と選手の皆様のご健闘を心からお祈り申し上げ、歓迎のことばとい

たします。
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歓迎のことば

新たな春の息吹を感じるこの季節、全国から優秀な選手を札幌にお迎えし「第 43回

全国高等学校選抜バ ドミントン大会」が盛大に開催されますことを心よりお祝い申し上

げます。

バ ドミントンは、緩急を使い分け積極的に攻め込むテクニックや俊敏なフットワー

ク、パワーや柔軟性、スピー ド感など繊細な動きが求められる競技であると同時に、子

どもからお年寄りまで幅広い世代に親しまれている競技です。

厳しい予選を勝ち抜き、各地域の代表として大会に出場する選手の皆さんには、ここ

札幌で日ごろの練習の成果を十分に発揮し、各自のベストを尽くして戦っていただくと

ともに、同じ目標をもつ良きライバルたちとの友情を育み、実り多い大会としていただ

きたいと思います。選手の皆様の一生懸命な姿が、応援する人の競技への興味、関心を

ますます高めてくれるとともに、本市が目指す「スポーツ元気都市さっぽろ」の実現に

つながるものと期待しております。

また、競技を離れましては、各地から集まった選手、役員の皆様と札幌の旬の味覚を

楽しみながら交流を深めていただき、札幌での楽しい思い出を各地へお持ち帰りいただ

きたいと思います。

結びに、大会の開催に向けて準備を進めてこられた役員及び関係者の皆様の御尽力に

深く敬意を表しますとともに、本大会の成功と、選手の皆様の御健闘を祈願いたしまし

て、挨拶とさせていただきます。
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裔
L 札幌市長 上 田 文 雄



歓迎のことば

北海道バ ドミン トン協会

進会 長 栗 原
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北国への遅い春の足音が感じられるこの季節に、全国各地の予選を突破した精鋭が札

幌に集い、第43回全国高等学校選抜バ ドミントン大会が、北海道立総合体育センター

(北海きたえ―る)で盛大に開催されますことは、北海道バ ドミントン協会にとって大

きな喜びであり、心より歓迎申し上げます。

本大会は、全国各地の厳しいブロック予選を勝ち抜いた学校と選手の戦いであると

同時に、次年度における各大会での活躍を占う重要な大会と伺っています。

選手の皆さんが日ごろの厳しい練習の成果を遺憾なく発揮され、最後の一球までシャ

トルを追い、高校生らしく若さ浴れる元気なプレーを、各コートー杯に繰り広げていた

だくことを楽しみにしております。

また、本大会に出場している山口茜選手が、女子シングルスの日本チャンピオンとし

て最初に迎える国内大会でもあることから、その戦いぶりが大いに注目されております。

山口茜選手をはじめ、本大会に出場した選手の中から2016年 のリオデジャネイロオ
リンピックと、2020年 の東京オリンピックに出場して活躍してくれる選手が、出て
くることを期待しております。

試合の合間等には、北海道の雄大な大自然と北海道ならではの美味しい食も堪能いた

だきまして、北海道大会の良き記念に加えていただければ幸いです。

終わりに、本大会の開催にあたり、ご支援とご協力を賜りました多くの関係者の皆さ

まに深く感謝を申し上げ、歓迎のご挨拶とさせていただきます。
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競 技 役 員
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△
■
― ●口‐

ノヽ 日 程Zヽ

3月 24日 (火 ) 大会第 1日 目

14時00分

15時20分

15時40分

15時45分

16時 00分

監督会議

代表選手集合

選手集合完了

歓迎アトラクション

開会式

<北海きたえ―る 2F大研修室>

<北海きたえ―る 地下ロビー>

<北海きたえ―る 観客席>

<チア リー ディング 北海道大麻高等学校チアリーディング部>

3月 25日 (水)大 会第2日 目  <北 海きたえ―る メインアリーナ>

9時30分 競技開始 学校 対抗 (1回戦・2回戦・3回戦)

3月 26日 (木)大 会第3日 目  <北 海きたえ―る メインアリーナ>

9時30分 競技開始 学校 対抗 (準々決勝・準決勝・決勝)

学校対抗表彰

3月 27日 (金)大 会第4日 目  <北 海きたえ―る メインアリーナ>

9時30分 競技開始  個 人 対 抗 / ダ ブ ル ス (1回戦～準々決勝 )

個 人 対 抗 /シ ン グ ル ス (1回戦・2回戦 )

3月 28日 (土)大会第5日 目  <北海きたえ―る メインアリーナ>

9時30分 競技開始  イ固人 対 抗 / ダ ブ ル ス ( 準 決 勝 )

個 人 対 抗 /シ ン グ ル ス (準 々 決 勝 )

(準 決 勝 )
′′

′′

′′

′′

(決 勝 )

(決 勝 )
′′

閉会式  (競技終了後ただちに実施 )

-20-
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式 次 第

開 会 式  3月 24日 (火)16時00分～

会場  北海きたえ一る メインアリーナ
15時 45分 アトラクション チアリーディング
1.開式通告
2.開会宣言   北海道高等学校体育連盟バドミントン専門部 部長
3.国旗儀礼
4.優勝杯等返還

前年度男子学校対抗優勝校

前年度女子学校対抗優勝校

前年度男子学校対抗準優勝校

前年度女子学校対抗準優勝校

前年度男子個人対抗ダブルス優勝

前年度女子個人対抗ダブルス優勝

北海道大麻高等学校チアリーディング部

吉  本寸  恭  子

大阪府

福島県

福島県

青森県

福島県

東大阪大学柏原高等学校

福島県立富岡高等学校

福島県立富岡高等学校

青森山田高等学校

福島県立富岡高等学校

渡辺 勇大・三橋 健也

福島県立富岡高等学校

大堀  彩・東野 有紗
東大阪大学柏原高等学校

常山 幹太

福井県立勝山高等学校

山口 茜

谷

(競技終了後ただちに実施 )

5.あいさつ

6.歓迎のことば

7.選手宣誓

8.閉式通告
9.選手退場

閉会式

会場

福島県

大阪府

福井県

公益財団法人日本バドミントン協会 会長         綿

公益財団法人全国高等学校体育連盟バドミントン専門部 部長  帰
札幌市長                      上

北海道バドミントン協会 会長              栗

札幌第一高等学校バドミントン部 主将          二

札幌静修高等学校バドミントン部 主将          林

3月 28日 (土 )

北海きたえ一る メインアリーナ

レフェリー

公益財団法人 日本バドミントン協会 会長

北海道高等学校体育連盟バドミントン専門部 部長

貫

山

田

輔

和

雄

進

吾

彩

民

好

文

　

優

原

田

1.選手入場
2.開式通告
3.成績発表
4.表  彰
5.あいさつ
6.閉会宣言
7.閉式通告

輔

子

民

恭

貫

村
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前年度男子個人対抗シングルス優勝

前年度女子個人対抗シングルス優勝

綿

吉
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競技タイムテーブル

1日 3 25日

競 技 2日 目  3月 26日 (木 ) (学 校対抗団体戦 表彰式 :コート表彰 )

北海きたえ―る メインアリーナ

コート 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

準々決勝 (9:30～ ) BT25 BT26 BT2フ BT28 GT26 GT27 GT28 GT29

準決勝 BT29 BT29 BT30 BT30 GT30    GT30    GT31 GT31

決 勝 BT31 BT31 BT31 GT32 GT32    GT32

競技3日 目 3月 27日 (金 )
北海きたえ―る メインアリーナ

コート 10 12 13 14 15 16 17 18 19 20

ダブルス
1・ 2回戦 (9:30～ )

BDl
_呈

D21BD31BD51BD61BOフ
|

BD4  BD8  BDll

BD9

~~~]

BD101
[

1翌
]

CtD21(3D3 G亜:市市彊E
CD8 GDllGD4

準々決勝 BD1 2  BD13 〔3D14  BD15 GD12 GD13 GD14 GD15

シングルス
1・ 2回戦

BSl   BS2  6S3   BS4  0S5   日S6

BS7   BS8   BS9   BS10   BSll

GSl   GS2  CS3

GSフ  GS8  GS9

GS4  CS5  GS6

GS10  GSll

競技4日 目 3月 28:ヨ (:土 ) (競 技終了後、個人対抗表彰、及び閉会式)

北海きたえ―る メインアリーナ

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

BTllBT21BT31BT41BT51

BTll  BT12  8T13

E'T61BTフ
IBT81

[

B・ 91BTl°

BT16BT14  BT1 5

GTll:E131GT4

GT2  GT1 2

IGT61GT71GT81

GT14  GT15

GT91GT OIGTl「
|

GT13

GT5

GT16  GT17

BTlフ   BT1 8  BT1 9  BT20  BT21  0T22  0T23  BT24 GT18  GT19  GT20  GT21  GT22  GT23  GT24  GT25

北海きたえ―る メインアリーナ

コート 10 11 12 13 14 15 16 17 20

ダブルス 準決勝 (9:30～ ) BDl BDlフ GDl G[)1フ

決 勝 8D18 GD18

シングルス 準々決勝 BS12   Bs13   BS14   BS15 CS12  GS13  CS14  GS15

準決勝 BS16 BS17 GSl GSlフ

決 勝 BS18 GS18

ロ ロ

-23-

コート

1・ 2回戦 (9:30～ )

2・ 3回戦
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競技審判上の注意

２

　

　

３

４

５

６

[全般的事項]

この大会は、(公財)全国高等学日本育連盟が定めた大会実施要項及び平成26年度 (公財)日本バドミントン

ー

1、

同大会運営規程並びに同公認審判員規程により行います。

審判はすべて大会本部にて行います。なお、サービスジヤッジは、学校対抗・個人対抗ともに準決勝よりつけるものとします。

その他の試合においては原則としてつけません。

選手I編式合開始予定の 1時間前までには会場に工1着t、 必ず「受付」を済ませてください。

競技の進行を円滑に進めるために、 明 詢 「集合」等の時間厳守に努めてください。
試合の進行状況に応じて、1試:創 1贋番が変わることがあるので、放送には十分注意してくださしヽ

試合を連続して行う場合のインター′ウリ£欠のとおりです。

<学校対抗>:料難寸主晟,ヽヨ続する場合は30分とします。
<個人対抗> 個人対抗 (単・複)が連続する時は20分とします
各試合 (マッチ)のインター′ψレ|ま欠の通りです。
○すべてのゲーム中、一方のサイドのスコアが11点になつた時、60秒を超えないインターパルを認めます。
饉:手は20秒前にはコートに入つてください)
○第 1ゲームと第2ゲームの間、第2ゲームと第3ゲームの間に120秒を超えないインターバルを認めます。
∝曇手は20秒前にはコートに入つてください)
インターバル中のア ドバイスは、監督・コーチなど同時に 2人です。主審の「 (コー ト番号)20秒 」で、コー
トから離れてください。なお、コーチングシー トを設けます。

個人対抗戦単において、試合開始前の練習 (3分間)をする相手は対戦相手とします。

試合 (マッチ)中の水分補給、汗ふきなどは必ず主審の許可を必要とします。なお、水嚢の位用|よ インター′ウl′中のみとし

ます。

○容器は倒れてもこばれない蓋付きボトルを使用し、主審横の指定した入れ物に入れて下さしヽ

○氷嚢は、ベンチ、コーチングシートで保冷バッグなどに入れ、保管してください。

サービスの遅延行為に関しての判定は主審が行います。

主審が必要と認めた以外のプレーの中断は、一切認められません。

次のような違反行為に対しては厳正に対処をします。 G謝嚇脚l第16条)
○息切れなど体力回復等の遅延に関わる行為、又|よ アル イ`スを受けるためにプレーを遅らせる行為。

○主審の許可なしにコートを離れること。

○故意にシャトルに手を加えたり破損したりする行為。

○審判員や観客に対しての横柄な振舞い、下品で無礼な態度、言動。

○見苦しい着衣でプレーをする。

Oラケツトや身体でネットなどのコート施設を叩いたり、耳障りなかけ声や奇声を発するなどの不品行な振る舞い。

競技中は、必ず高等学校:名・都道府県名の入つたシヤツを着用するか、ゼッケンをつけてください。

(背面の文字は明確に判読できるもの)

競技中の怪我や病気について|よ 主審力洋」断します。もし必要ならレフェリーを呼び、レフエリーの判断に従うことになりま

す。

審判の判定に「キ鵡詢 や「異議|を唱えることは一切認められません。もし判定に対し疑間がある場合には、次のサービスが

為される前に「質問」をすることができます。ここで質問ができる者とは、学校対抗では当該選手と監督、個人対抗では当該

選手に限ります。 (監督は「IDカード」を必ず付けてください)

選手は試合終了後、選手同士の握手の後、主審 (サービスジャッジ)と も握手をすることを心掛けてくださし、

競技場内では、携帯電話の電源を切るか、もしくはマナーモードにしてください。また、競技フロア内での携帯電話の使用
|よ

―切認めません。

試合中にモバイル機器を使用したア ドバイス・コーチングを受けることを禁止します。

その他は、監督会詢こおける打ち合わせ事項に準じます。
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競技審判上の注意

[学校対抗に関する事項]

監督、コーチ、マネージャー、選手の変更は監督会議をもって最終のものとし、以後の変更は一切認められません。

初回戦のオーダー用紙は、監督会議資料の袋に同封してあります。次回戦以降は主審より直接手渡します。

オーダー用紙は、5枚複写で記入し、(1)(2)(3)の は提出し、(5)は自校で保存します。

オーダー用紙は、オーダー交換所に提出して下さい。なお、対戦校立合いのもとでオーダー交換を行いますので、時間厳守で

お願いします。

なお、競技1巡日は8:30と します。2巡目からのオーダー交換は、放送でお知らせし志す。
定時 (指示のあつた時刻)までにオーダー用紙の提出が無い時には「棄権」とします。
エントリーをしている者 (監督 1名、コーチ1名、マネージャー 1名、選手5～ 7名)は、放送の指示で選手集合所に集まつ

てください。
ベンチに入ることができるのは、当該試合にエントリーされた者のみです。

入場は、主審の誘導により、組合せ番号の先番チームからとします。

試合開始前の練習|よ 対戦チームとあいさつを交わした後、主審の指示で各マッチ (試合)毎に3分間行ってください。なお、

当初から2コート以上を用いて試合をする場合も同様に、マッチ (試合)の開始前に3分間行つてください。

マッチ G式合)は、1回戦より2～ 3コート並行して行うことがあります。その際、同一選手が連続して試合をする場合のイ

ンターバ′Иま10分とします。
マッチ (試合)は、勝敗決定 (3マッチ先取)後、打ち切りとします。

勝員動 夫ヽ定したら対戦チームとあいさつをし、主審の誘導により、プラカードに続いて整列し、勝利チームから退場をしてく

ださい。

競技会場の開場は、8:00です。
競技者は会場歴1晴後、必ず「受付」を済ませてから入場してくださし、

競技会場では、係員の指示

―

に従つて、下履きと上履きの区別を付けてくださしヽ

競技フロア内での飲食は禁じます。但し、「謝支籠諄ll上の注意、全般的事項 10」 に関わることのみ認めます。また、クーラ

ーボックスなどのフロアヘの持ち込みは禁止します。

部旗、応援旗を使用する際には、競樹こ支障のないように醐意をお願いします。なお、大会本部が競技や大会運営に支障があ

ると判断した場合にIよ 指示に従つて撤去して下さい。

応援の際、競技に劇障をきたすことがないように配慮をお願いします。太鼓やラッパなどの鳴り物、うちわ、メガホンなどを

利用した応援は禁止します。競技にコ障があるとレフェリーカ洋」断した場合|よ 売封難顧1!に基づき厳正に対処します。

フラッシュ・ストロボ等を用いての写真撮影は禁上します。また、会場施設内の電源 (コ ンセント)の使用は禁止します。ご

協力ください。

競技中の疾病、傷害について1渕芯急処置のみ主催者側で行いますが、その後は各自で処置をしてください。

防犯上、貴重品はじめ私物の管理は、各自 (各チーム)で責任を持つて行つてください。
2階観客席最前列国志援用に空け、占有はご遠慮ください。
2階観客席からフロアヘの落下事故防止のため、最前列は着席して応援してください。また、通行に支障が生じる通路での応

援も配慮をお願いします。

すべての観客席での飲食は禁止となつています。

3階観客席への立入は禁止とします。ただし、ランニングコースは使用できます。

館内のゴミ箱は使用できません。ゴミは各自で責任をもつて持ち帰りをお願いします。

11

12

[個人対抗に関する事項]

1.選手の変更は、いかなる場合でも認められません。
2.選手は、放送の指示で選手集合所に集まつてください。
3.入場は、主審の誘導により、組合せ番号の先番選手からとします。
4.試合開始前の練習は、あいさつの後、主審の指示に従い、同時に3分間とします。(単の場合、対戦者同士で行つてください)
5 勝敗決定後は、対戦相手とあいさつをし、主審の誘導によリプラカードにつづいて整列し、勝者から退場してください。

[一般上の注意]
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男子学校対抗 (BT)
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女子学校対抗 (GT)
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平成26年度 第43回 全国高等学校選抜バ ドミントン大会
男子個人対抗ダブルス (BD)
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平成26年度 第43回 全国高等学校遇抜バ ドミントン大会
女子個人対抗ダブルス (GD)
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平成26年度 第43回 全国高等学校選抜バ
男子個人対抗シングルス (BS

ドミントン大会
)

渡 辺 勇 大
富     岡
(福 島 県 )

10 ′1ヽ り:|

11山 川  連

12本 間 稜 人 東 奥 学 園(青 森 県 )

13稽 盛 晃平
『
知 商 業
高 知 県 )

14坂 牧 大 地 旭 り
|1 実 業

(北 北 海 道 )

15吉 村 徳 仁 高 岡 第(富 山 県 )

16霜 上 雄

量パ■ 埼  玉  栄
… ヽ 埼 玉 県 )

古 屋  樹 甲 斐 清 和 暁
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平成26年度 第43回 全国高等学校選抜バ ドミントン大会
女子個人対抗シングルス (GS)
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11畠 中 真奈美 四 天 王 寺(大 阪 府 )

12斎 藤
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♪ 第43回 全国高等学校選抜バドミントン大会 ♪

練習コート割当表

3月 23日

3月 24日| (

3 25日

9135～  9150

9150～ 10105

10_05～ 10‐ 20

10_20～ 10‐ 35
|

先番
後番
先番
後番

BTll
OTll
BT15
BT15

BT12
BT,2
BT16
BT16

BT13
BT13
BT14
BT14
GT2

GT15
GT15

GT12
GT12
GT16
GT16

GT13
0T10
GT17
GT17

GT14
GT14

10105～ 15:00
北海道・東北
北信越・近畿

関東・九州
東海・中国
四国

※0/25の団体初日の1巡 目だけ、選手集合場所を
サブアリーナとするため、公式練習は9:35～ とします。

3月 26日

3月 27日 金

3月 28日  (土 )

2013 14 :5 16 17 18 19:0 11 12
北信越」し泊,道12‐ 00～ 13:00

東海 四九 州13_00～ 14・ 00
14100～ 15100 中 国

15_00～ 16100

:5 16 17 18 19 2010 11 12 13 14
一玉
一8_45～ 9:45

近畿九 州9145～ 10145

四国
東海

東北 」ヒ.l o145～ 1l145

11,45～ 12145 北海道

19 2010 :1 12
GT9 GT10 GTllBT6 BT7 BT8 BT9 BT10 GT, GT38‐30～ 8.45 先番 BTl BT2 8T3 BT4 BT5

GT6 GT7 GT8 GT9 GT10 GT,1BT3 BT4 BT5 BT6 BT7 BT8 BT9 BT10 GTl GT33_45～  9・ 00 後番 BTl BT2

15 17 18 19 2010 li 12 13 14
GT27 GT27 GT28 GT28 GT29 GT29BT26 BT27 BT27 BT28 BT28 GT26 GT268130～ 9100

2013 14 15 16 17 18 :910 11 12
GD2 GD3 GD5 GD6 GD7 GD9 GDiOBD5 BD0 BD7 BD9 BD10 GDl8‐ 30～ 8145 BDl B02 BD3

GD4 GD8 GDllBD4 BD8 BDll8145～ 9100

10 11 12 13 :4 15 16 18 19

8:30～ 9:OO BS12 BS10 BD16 BD16 BD17 BD17 BS14 BS15 GS12 OS13 GD16 GD16 GD17 GD17 GS14 GS15

個人 出 の練習会場

(1,原則、1校30分単位で交代(混み合う場合は15分交替)

2混み合う場合は試合時間が近い学校(選手)を優先
じ終了時、次の予約がない場合に限り、連続使用も可

東海・中国
四国

北海道・東北
北信越・近畿

関東・九州
9130～ 15,00
9130～ 15,OO
9130～ 11100

3月 26曰

3月 27日

3月 28日

- 32 -
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♪ 第43回 全国高等学校選抜バドミントン大会 ♪

出場校 出場回数

ブ ロ ッ ク
子 女 子

学   校   名 出 場 回 数 学   校   名 出 場 回 数

」ヒ」ヒi毎 道旭  り|1  実  業 2年 ぶ り 11回 目旭  り|1  実  業 3年 ぶ り 21回 目

南 北 海 道 札  幌  第 2年 連 続 32回 目 札 幌 静 修 2年 ぶ り 26回 目

ラに     」ヒ

岡 4年 連 続 7回 目 岡 4年 連 続 4回 目

東  奥  学 園 3年 ぶ り 5回 目 青 森 山 田 15年 連 続 15回 目

聖ウルスラ学院英智 2年 連 続 4回 目聖ウルスラ学院英智 2年 連 続 31回 目

関    東

甲 斐 清 和 2年 連 続 3回 目西 武 台 千 葉

常 総 学 院 5年 連 続 23回 目 作 新 学 院 7年 連 続 9回 目

作 新 学 院 5年 ぶ り 13回 目 常 総 学 院 4年 連 続 20回 目

埼 玉 県 埼 玉 栄 16年 連 続 16回 目 埼 玉 栄 8年 連 続 25回 目

東 京 都 A 淑 徳 巣 鴨 淑 徳 巣 鴨 9年 ぶ り 9回 目

東 京 都 B 関  東  第 26年 連 続 26回 目 日 本 橋 女 学 館 7年 連 続 16回 目

神 奈 川 県 横 浜 2年 ぶ り 7回 目 鵠 :刀

北 信 越

高  岡  第 7年 連 続 15回 目 勝 山 2年 連 続 5回 目

月う
'

山 2年 連 続 15回 目金 沢 向 陽 22年 連 続 26回 日

金 沢 市 立 工 業 6年 連 続 26回 目富 山 国 際 大 学 付 属 5年 連 続 5回 目

東    海
暁 3年 ぶ り 10回 目 県 立 岐 阜 商 業 2年 ぶ り 19回 目

県 立 岐 阜 商 業 暁 5年 ぶ り 8回 目

愛 知 県 名 経 大 市 屯「 4年 連 続 7回 目 名 経 大 市 屯B 2年 連 続 8回 目

近    畿

東 大 阪 大 学 柏 原 15年 連 続 19回 目 園  田  学 4年 連 続 12回 目

上ヒ 叡 山 24年 連 続 35回 目京 都 外 大 西 2年 連 続 2回 目

神 戸 村 野 工 業 2年 連 続 5回 目滋 賀 短 期 大 学 付 属 3年 ぶ り 16回 目

大 阪 府 四 天 王 寺 5年 連 続 14回 目

中    国

水 島 工 業 2年 連 続 13回 目松 徳 学 院 2年 連 続 8回 目

柳 井 商 工 倉  敷  中  央 4年 連 続 6回 目

米 子 松 蔭 初   出   場 鳥 取 敬 愛 3年 ぶ り 2回 目

四 国
新 田 高 松 商 業 4年 連 続 10回 目

高 知 商 業 13年 ぶ り 3回 目 新 田

九 り1ヽ

ノヽ 代 東 7年 連 続 19回 目 九 州 国 際 大 学 付 属 5年 連 続 17回 目

日  章  学 園 2年 連 続 4回 目 八 代 白 百 合 学 園 2年 連 続 7回 目

山 F司 初 出 場 諌 早 商 業 4年 連 続 4回 目

南 風 原 18年 ぶ り 2回 目 鹿 児 島 女 子 3年 ぶ り 5回 目

西 陵 4年 連 続 9回 目佐 賀 女 子 2年 連 続 12回 目

開 催 地 札 幌 龍 谷 学 園 2年 ぶ り 2回 目と わ の 森 三 愛 2年 連 続 7回 目

- 33-

男

2年 連 続 12回 目

2年 連 続 3回 目

5年 ぶ り 4回 目

3年 ぶ り 17回 目

園

2年 連 続 ¬8回 目

4年 連 続 11回 目

3年 ぶ り 8回 目



♪,第43回 全国高等学校選抜バドミントン大会 ル

参加選手一覧 (学校対抗)男子
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♪ 第43回 全国高等学校選抜バドミントン大会 ♪

参加選手一覧 (学校対抗)男子
綱"I
イ||||

枝
監督

(コーチ)
|:t 手 (マ印はマネージャー )

1

1績 ′,F

え び な  ま き る
海 老 名  優
おお しま ひ で き
(大 島  英 輝 )

たかは

高 橋
は しも

橋 本
よ こ ′

横  田

し ゆ うぎ  ね も と
優 宜 2年 根 本
と ゆ きや   つ るお
友 季 也 2年 鶴 岡

だ い き   た る  か
大 輝 2年 樽  魁

い  と

斗 2今

す けい t

幹 太 2年 石 宏 昌 11
たける

健LI( 輝 1年

113

」ヒ
I`;

越
1

ま こ と
真 琴
ひ ろ と

中  田
い い だ

(飯 田 洋 人 )

よしむ
`

吉  村
まがわ

真 川
い しさ

石 坂

,き

「l;〕

|

サ't

た

谷

ふ

藤

た

拓
,

啓

あ l

荒
おキ

大

ふく

福

,き

21 日 木 約 2年

こうすけ

広 裕 1年
かずあき

和 明 マ

`
十 lil 汰 :4 崎

島

|

洸 1年

11

北

信

越

２

福

'「,.1

ヽ

勝 III

まきの ともゆき
牧 野  智 幸
もりい し あ き ら
(森 石  顕 )

か べ ' 上 し き  たにぐち
由 輝 2年 谷  ロ
もひ こ  きたがわ
朋 彦 2年 1ヒ 川
しひろ

利 拓 1年 _

ゆ うす け ふ じさわ

F藤 澤
● しき

生

よ つ

`麦〉 う

優

鍵  谷
くず ば

葛 葉
すず き

鈴 木

雄 ″ 2年

2年

~マ′

ゆう●

湧

わ  り
川介 24

高   嶋

15

イi

川

県

0ヽなざわしりつこうぎよう

金 沢 市 立 工 業

,・ う ち ろ

水 内

の  た |ナ

( 中 納 健 )

ま

誠
あ

充

ゆ

悠

かみ‐こ

紙 子
さきだ

崎 田

ヽ お ざ き

尾 崎
やすまご

安  孫
たかぎ |
高 木

長さ や

公 哉 2■芝
か

:可

た

谷

人

や

哉

た

太

年
しゅ う

周

ナん しん

健 心

24 介 2イ

」l予 1 1
‐
マ

16

東

海
1

暁

し ノ 二ういち

耕
や すお

泰 生 )

新 ll]
や ま も と

(山 本

や ま か オ

山  り||
いながき

稲 垣

れ ん   か ね こ
連 2年 金 児
かひろ  やまぐ
貴 裕 2年 山 口
りょう

陵 1年

な

直
ま

慎

, や   ふ るかわ きず く
哉 2年 古  り|1   築 2年
と  ひ ら い  り ょ う
人 1年 平  井   遼 靖

い ま お か  げ ん
今  岡  玄 マ

IF

東

海

２

ヽ

場t 岐 阜 商 業

よ こ や ま

横  山
お お は じ

(大 橋

あ き ら

彰
ろ し

)

た けお か

竹  岡
こしま t
小 島
すぎやま

杉 山

ふ さき  た
房 樹 2年 高

や な せ  あ つ や
柳 瀬  敦 也 2年
い わ せ む う と
岩 瀬  夢 有 人 1年
かわばた みづき
河 端  美 月 マ

い    た |

平 2年 高

平 1年

ん

田  慎 吾 21
ぎヽ けんだろう
木  健 太 郎 2有

1参

1ト

.■

,II

,lt

受

知

り
‐
‐

いながき しょうご
悟

ず き

輝 )

稲  よ吐   翔
′) |

(亀 井

か

可

あ

安

いこ

ゅ ん
駿
だ 0

や

弥 2年

いしうか

石 塚
しまず

島 津

りょうた

凌 大 24
ういち

皓 -24

す ず き

鈴  木
しろ か わ

城 川

やすひ

康
こ う

航

ろ

宏 2年
き

輝 1年
′

藤  大 地 2年

イt ともや

友 哉 2
かず き

一 生 2

け  |ヽ

慶 ・

小 倉
まつう
松 浦
たかお

高 尾

由 嵩 2年 佐  藤   烈 2年 中
たくみ  やまなか だいほう   か
拓 巳 2年 山 中  大 峰 2年 春
なおゆき            た

直 佑 樹 1年         高

|｀

井日
か は し

橋

20

¨

成̈

，
一

ふ

古
む

向
|エ

堀

る バ.

I´ ヽ

けいいち

啓  ‐
す ぎ もと

杉 本
さわい り

澤  入

よ う

陽
けム

健

た

太 2年

梧 2年

た な ベ

田 邊
ふ じわ ら

藤 原
しみず

清 水

公

サい

滉

,き
規 24
す け

祐 1今

‐2年

き

貴 2年

t,

智 1年

ゆ う

,r. th

井   大 平

兵
＝

県

こうべむらのこ

神 戸 村 野

ぎ

[

と も か オ

友 金
|ユ そかわ

(細 川

ゆ き お

幸 雄
やすひろ

泰 大 )

たけ もと

武  本
なかの t
中 野
と うち

戸  内

は や

.ゅ ん,

俊
ゆ うす

佑

〉 ス

颯 2年 金 田  泰
"
濃

2年 唐  津 w24
4-U 4
ffi Er4
t, t, /:
fi x-?

売 2年 堀 田 F江 口

や まみ ち

山 道
,

亮 1年

中

1日

l

み す し ま こ

I

ヽ

水  島
|=

か オ だ

大

き

記川

おくやま こう
奥 山  晃
やました きよう
山 下  恭
さかもと たい
坂 本  泰

■ナ   ときよし
輔 2年 時 吉
いヽ   いの うえ
平 1年 井 上

ま    ルヽ
真 2年 飯
た    に
太 1年 西

じ

島
か

・員 なおき

尚 輝 21
か お る

薫 11
ス し ,

り|健 |

よヽ

巧t 1

９

ヽ
，

ち

一

―
第
だ

ｎ
つ

お

“，

た

高

敏

江

“

ら
鄭
むヽち
市

―

た

だ

．
´

「
経

め

一箔

お

生

お

＞

●

　

ち

メ

か
　

． 　
み

｝
週

ど

一藤
　
ヽ し

．「

ん
　
　
ヵ

明
¨

こ

近

あ

＜

れ
原

力

Ｌ
「

蒸
学
一
大

さ

ｒ
Ｘ

お

５』大
¨
東

ち

一

ぶ

＞

い
　
　
　
の
に
旧

う

・”
´

し

ゆ
僣

よ
良

し

，

１

お
尾
ル
ー

ヽ
　
　
　
，

ｔ
ｒ

ゎ
仲
鳳
Ｇ

ん

‘四

ざい

叡

・えひ
比

‐
マ
´

大

阪

府

岡

山

り
‐
‐



♪ 第43回 全国高等学校選抜バドミントン大会 ♪

参加選手一覧 (学校対抗)男子
都道
●11 校

監督

(コーチ)
選 「 (マ印はマネージャー)

中

国

２

山

口

県

や な い し ょ う こ う

柳 井 商 工

た けみ つ ただ し
竹  光  唯  至
うちやま ひろのり
(内 山  周 則 )

時 歩 2年 岩  永
じゅんすけ   才,り ′:か
淳 佑 2年 」F中
まさひろ

雅 弘 1年

11 れ ん
廉 2年

なたく

ナ タ ク 2年

た な か か い
田 中  開
やました たカ
山 下  貴
な が お ゅ う
長 尾  佑

うえさえ

上 阪
と

登

し

史

と

|ゞ´

~`

2

2西 本
もり′
=が

森  永

中

国
3

鳥

取

県 米 蔭

1し ゆき

由 幸

■ねだ

米 国
夫 き た か

正 崇 2年
ゆ う
友 2年

か ん じ

寛 治 1年

西  原

稲   田

佐 々 木

翔 平 2年
な お み

直 海 2年

あ か だ な お き
赤 田  尚 輝 2年
た な か  し お ん
田 中  嗣 恩 1年
はせがわ ひ ろむ
長 谷 川  広 夢 マ

四

国
1

菜友
媛

県

た

田

カ

徳   水
い  や

(|||り |

た だ し

督
す た か
康 隆 )

2

さ せいや
聖  矢
と た くま
拓 磨
と も ・や

智 哉

年

に し の ま さ し  か い  は し め
西 野  勝 志 2年 甲  斐   -2年
たなか だいすけ   な が い ひ か る
田 中  大 祐 2年 永  井   光 2年
なかがわ しょうま
中_旦__正_麻 1年

くす

楠
や ま

山 本

き

秋

21

洋 ヽ
′

26

＝

コ

２

［同
年

県

ち し 1う ぎ ょ う
高  知l  商  業

かわぞえ しゅうそう
川  添   周  三
なかごし よういち
(中 越  陽 一 )

ゆ う き

有 基 2■

りゅういち

隆  -1今
た か や

ゆ う や    せヽえ
勇 也 2年 種
あ す か   1量
飛 鳥 2年 畠
り ょ う

もり こうべい
盛  晃 平 21
けなか ゆうや
中  優 弥 2今

久

伊
あ

足

千朱

|

1

木

」」

よ

輿

し

大 久 保
さかもと

坂 本
ふ く い

福 井

九

州

1

熊

本

県
ブヽ 千ヽ

浩  _
や す こ

康 子 )

υ)

野

や

田

まも と

フ1:

が き
垣

斗
ま

摩
と

斗

21

1

ふ くは ら たか し  し
福 原  雄 志 2年 零
はまさき かける  な
濱  崎   駿 2年 中
ひ らかわ とお る
平_」 ||_ 透 1年

上
かがわ

川

2■

ろ ヽ

寛 樹 2年 山

ゆ  う

た

拓

"裕

九

州
2

宮

崎

県 日

よ う が

章  学
ん

園

ま さ や

昌 也
た か ひ と

崇 仁 )

た け す え

武 末
ほん ぶ

(本 部

よ

横

す

杉

あ

畦

ぎ

凌
く

`をき

輝

2年

21

1 年

た   り ょ

|11

|||

はるな り せいや
春 成  星 哉 2年
お さだ なおゆき
長 in  直 之 2年

もりその しゅうと
森 園  周 冬 2年
ほそや まだ しんや
細 山 田 真 也 1年
さとう りょういち
佐 藤  遼 一 マ地 勇

21,

九

州

３

福

岡

県 F月

|´

あ らき

荒  木
あ ら さ
(荒 木

ひてふ み

秀  文
く に お

邦 夫 )

き も と え
木  元
さ か た

坂  田
え が し ら

&6t r-f

ffit E
f /i 3 n' @bfr. 6

い す け

瑛 介 2年
え い き

瑛 輝 1年

な み

南 美 マ

む   な か ざ と り の
夢 2年 中 里  李 之 2年
た   や まもと ひか る
太 1年 山 本  ひ か る 1年

九

州

４

沖

縄

県 風

る

原

あかみね やす し
赤  嶺   靖
た い ら  み ど り
(平 良 み ど り)

ま

波

ズ

場

も

ゆ う
イ
``
い ご

盛 吾
しん ご

2年

1年

高 江
い らみ .

伊 良
あ らか

新

.|た

占

せ

|

文
,た

なお し  つ
尚 仁 2年 津
もかす   た
智 司 1年 田

li イ申  '[吾 -7

|キ

,li

〈舟
,き

珠

る

渉

2年 上
し

2年 新

1年

原
んざと
・ 里

31

九

州

５

長

崎

県

せ

西 「麦

t

林

あ き

昭

り t っ 、́|ヽ そ ら   う
広 空 2年 内
しょう  `i
健 聖 2年 原

|11

そ う き

爽 紀 2年
しょうた

ll 翔 多 1年

平 2年

司 2年

=´
〉お

松 尾
`′

宗

り ょ

椋

か  し

鍛 イ

わ だ

不「1  111

屋

福  田
とみお ア

冨 岡 昂 太 1年

開

催

地

南

北

海

道

さっぱろりゅうこくがくえん

札 幌 龍 谷 学 園

お お し た す

大 島  健
」

( 米 国  準
オ, た

み

史

ん

)

局
)さ め

坂

1勾

,た め

脩 斗 2年
ひ ろ む
広 夢 1年
ゆ うや

祐 也 1年

しなかみち

中 道
さ と う

佐 藤
ふ るさ K

古 里

おおた き

大 滝
お か もと

岡 本

せ い や

聖 矢 1年
げん き

元 喜 1年

ゆ うす け

友 輔 1

としき

憲 樹 1

だいすけ

大 輔

宇

岩
た

竹

-36-

学

，
７

し・

子

ご

　
．

な

ほんどう

本 道

~7

27

tヽ

′ヽ

し
東

こ う じど
藤

う
上

ん
　
　
の
ユ汁

ご
権

い
く

:30

山

や

え   lf

)   ょ   う

か ,ヽ

は

南

う ち



♪ 第43回 全国高等学校選抜バドミントン大会 ♪

参加選手一覧 (学校対抗)女子
都道

|∫ 県

督

・チ

監

コ．
(マ 印はマネージャー )選

北
北
海
道

」ヒ
」ヒ
海
i首

ぅ
業

ぎっ
実

しわ力

Ｈ
″

ひさあ
旭

ぉ
雄

し
＞

ひ
英

さ

ヨ
ま
将

しも うつ iF

坪

き
ヽ

苧

ず
鈴

下

す
＜

符
　
昨
　
マ

み
実

ほ
歩

み
美

」萌
震
凪
メ亜

ヽ
・
と

き

一ン

，

ヽ

の

予

ｒ

ｔ

‐４

　

里

さ

ス

の
　

　

き

さ
佐

え
榎

さ
崎

々
，
　

＾，

な
奈

な
那

か
佳
』
春

き
木

ヽ―
＋
■

さ

々

じ

リ

年
　
年
　
年

ゅ
唯

ろ
尋

ゆ
結

ひ
　
　
タ

′
未

ち
千
　
実

さ
佐

い
稲

い
市

‥
藤

が
垣

は
橋

な
　
　
ｔ

南

北

海

道

南

北
海
道

ぅ
修年

デ

い

圭
Ｈ

せろ
幌

さ
札

ま

‐１１

や

―

ら
浦

こ
　
　
　
．っ
一二

よ
横

み
＜

み
匠

じ
＞

く

　
　

い

「
円

た
　
　
せ

一諷

だ

　
　
う

め
田
と
藤

う
梅

い
伊

葬
　
昨
　
マ

さ
紗

ん
ん

か
佳

，

　

れ

ヽ

り

Ｅ

‐

理

か

漏

え

劇

‥
長

，

．

′
　

ィ
莱

み

・」

え

・‥

か
　
．
り

、●

み

三

ほ

堀

年
　
年
　
年

ゃ
彩

か
花

ぅ
羽

ぁ
　
却
友
み
美

だ
　
　
麻

´
田

り

　

き

き

１

，

オ

や

　

た

嬌
¨
す
　
．

は
林

か
片

す
鈴

まん
出同

ほ
本年

ょ
世

東

北

１

福

島

県

み    お     か 均

り

堀

ソ

ほ
　
　
　
・　
・

（０
　
　
　
　
〓
　
キ

お

大

・

』

ｏ

ひ と t 年
き

月̈

つな
菜

らい
平
だに
仁年

　

年

か
花

か
夏

る
　
　
や

は
明
あ
綾

ら
　
　

い

い
平

ざ
齋

だ
　
　
ん

年
　
年

な
奈

ゃ
弥

裁
恵

さ
咲

紗
み
　
　
ま

”

　
　

　
　

じ
て

】
上
づ
ョ

か
川

あ
吾

マ
ろ
え

て

　

二

つ

　
．
一

，

コ

さ さ き

々佐

東

北

２

占

森

県

だ

田̈

まや

・四

も
森

あ

圭
同

人

お

女
真

′
ン
ロ

六
小

た

コ

た
田
ズ
尉

じ

　

　

――
　

″

ふ
藤

く
α

１

　

■

る
陽

み
み

は

Ｆ

と

ち

，

」ひ

年

　

年

　

年

く
空

き
姫

こ
子

み
美

っ
夏

一
月

な

だ，
田

・
根

き
崎

．
　

　

ぇ

　

　

さ

や
安

そ
曽

や
矢

年

り

ワ^

ひ

．ヵひ
ヽと
藤
さ
斉

小 田  菜 摘 1年

マ

な
菜
め
香
みか
上

み

一
二

お だ  な つ み

‥

田

ら

す

ス
　
　
む

ェ，

じ

志

に

二

東

北

３

富
城
県

ヽ
深

じ
二

お
＞

ん
　
　
つ
田カ

ゆ
潤

み
光

じ

ろ

せ
瀬

こ
所

ど

田̈

た

＜

眸
　
吟

　
マ

を
，
　

■^

か
か

み
実

み
海

縮
す
ゎ
夏
な
南

ぁ

　

　

み

う

　
　
ち

の

ヒ
し

ま

町

く

部

く

ム
ロ

が

　

　

´

と
徳

な
長

あ
阿

き
希

こ
子

っ
　

　

リ
　
ー

ー
　

‐
凛

年

　

年

　

年

ぃ
衣

か
夏

ょ
代

ゆ
　
　
や
　
　
，

優

さ
彩

‐
毬

す
‐ヽ

ら
，
ヽ

み

．′
ば

一月

じ
清

お
小

崚
藤
に
原
だ
田

さ
齋

に
保

わ
和

1,

関

東

１

千

葉

県

ち |=

千 葉
だ

ム
ロ武

せ

西

ぉ
雄

む
＞

で
　

と
勉

ひ
不
″
つ
［「

せ
瀬

わ
和

，
、
　

　

　

●
，

´

ヽ

，

　

　

■

，メ

た
高

お
＜

葬
　
昨
　
マ

リ
里

ゅ
友

み
美

ヽ
　

　

　

　

　

ゆ

・

い朱
ま麻
さ‐戦

い
　
　
わ

井

，
井

か
＝

，
．　
　
　
ｎ́
　
″

坂

ひ
平

あ
有

千

　

千

か
佳

の
天

ｔ

　

　

ま

と
朋

あ

ど
藤

んえ
」遼年

ぇ
恵
マ
萌

き

　
　
わ

，
本

か
‐

ま

３

ら

　

り
州

ぬ

「ィ

あ
荒

あ
有

お
小

十

ロ

ゆ りな   お か ベ

友 理 奈 1年 岡

年
み
み
な
な
夕
　
・

ｊ
み

関

東

２

栃

木

県 院
注
●

んさ

“
＝

Ｌ

一
丈

ど
藤
ん・え
“途

昨
　
昨
　
マ

こ
子

く
紅

き
咲

】
向
み
く
さ
，こ

Ｃ

　

　

，

¨
，

【
，

日

ま

　

　

′

ギ

れ
静
「
島
け
田

な
中

な
鍋

よ
吉

年
　
年

り
織

な
奈

』
詩
れ
令
き乖̈一】関

え
海

お
大

年
　
年
　
年

の
乃

な
菜

き
瑞

う
　
　
．っ
　
　
，ヽ

ひ
宥

ふ
楓

ち
千

、
屋

っ
塚

．
尾

ち
　
　
し
　
　
の

つ
土

い
石

せ
妹

関

東

３

茨
城
県

ん

」
九

が
学

そ
総

し

常

べ
部

だ
田

ら
原

ろ
弘

ぉ
＞

ひ
　
　
み
“肇

ず
和

ヽ
文

い
磯

た な

名 2年
こ
子

カ

な
向
』

一　
真

ら
綾

一ヽ

　

は

一
′一な

Ｚ

て

Ｆ

た

、，

お

〓

一わ
渡

お
大

一　
牢
　
牢

7

か
花

ぃ
唯

だ

田

ふ

福

呑

ひ

ロ̈

ずＬ

‘К

の

野̈
１
】

Ｚ

お
小

と
友

な
，

ほ
穂

じ

年
，
う年

佳 1年

佳

ら
ヽ
　
　
　
　
，

虹

あ
彩

ォ
和

”
井
喧
円ら
咲

さ
酒

う
内

も
森

埼

玉
県

埼

玉

県

′
栄

ま

玉埼

ち

工
内

だ

田

ま

・四

た
滝

や
＜

ひ で き

売ヽ

秀 樹 )

葬
　
昨
　
マ

リ
栞

み
南

く
来

お
　
　
な
　
　
み

し
　

み
美
　
未

し

う
薩
い
ま
　
　
や

と

　

し

島

ば

林

い
　
　
わ
　
　
る

さ
齋

か
川

て
照

Ｆ

　

ニ

ゎ

音

な

奈

こ
琴
　
莉

年

　

年

　

年

ぇ
苗

こ
子

み
美

な
　
　
ぅ
　
　
つ

か
花

上
涼

な
夏

ま
松
↑
口
す
杉

げ
　
　
し
　
　
え

し
重

に
西

う
上

らむ
付

も
本

み
　
　
‘

か
上

ま
松

1()

東
京
都

Ａ

東

京

都

も
鴨徳  巣

し
淑

ね
根

ユ
越

き
　

り
堀

せ
関

ほ
＜

し
忠

ろ
＞

に
　
　
ひ
一ム

た
　
　
」
当議

年

　

年

―
ヽ
フ

か
香

み
南

き
希

， ●
＾
　
　
　
　
‘
・

り
梨

み
美

ぐ
紗

ま

き

　

　

つ

・ヽ喜
ま
松
【
山

さ
一　

　

■

ひ

久

ひ

久

と

遠

年

　

年

か
香

り
り

り
理

ぉ
ぉ

え
恵

‐
―

年
　
年
　
年

み
海

な
奈

ぅ
優

な
七

れ
玲

ゅ

な

　
　
　
　
　
し

が
　

〓
渡

そ
曽
り
賀
綺

き
木

あ
有

ひ
飛

き
」ヽ

べ
部

さ
々

い
井

さ
佐

11

東

京

都

Ｂ

東

京

都

んヽ
館
っ
学
よ
女
じし
橋
ｆん
本

こ

［
ロ

し
宏

こ
＞

ろし

石

おお

‐人

り

′す

の
倫

し
石
ヵ
明
あ
＜

牢
　
牢
　
マ

ほ
歩

か
香

き
瑛

か
　
　
る
　
　
あ

果

よ
桜

う
千

た
谷

か
高

の
野

わ
　
　
だ
　
　
ん

い
岩

ひ
日

た
丹

有
，
　

雪^

み
美

ぃ
衣

ゆ
　
　
あ

優
　
安

ら
　
　
わ

は

票

ぎ

畢

い
石

た
谷

年
　
年
　
年

か
香

み
美

み
摘

る
　
　
お
　
　
っ

は
陽

な
直

な
菜

州

く

に

ま

ら

　

　

が

む
村

え
江

や
山

- 37 -

ち
智
ャ
英
えヽ

．
‥

ら

ラ

す

ス

る

レ

ヽ

ウ

せ

聖

あ
敦



♪ 第43回 全国高等学校選抜バドミントン大会 ♪

参加選手一覧 (学校対抗)女子
監督

(コーチ )
,■ 子 (マ印はマネージャー)

12

神
奈

川
県
ギ;

ま だ  な
田  菜
わ  あ い
】可   愛

み

忠 1年

菊 池
こ ん の

今 野

ち

2 イ

聡 子 1年

の   おお きた
乃 2年 大 北
か   か ね だ
佳 2年 金  田

舞 1年

ゆ うな

侑 奈 2年
し

内島

に

丹

む

村

れ

怜

な

%ヽ

川 高  ■ lyl

11,

北
信
越

１

福

井

県 |||

′′

l′)

こばや し `ま るとし

小  林   陽  年
の し  な す, よ
(野 路  奈 智 代 )

あ さく

朝 倉
か わ
金  子
わ だ
和 田1 年

み な み

み な み 2年
み な

美 奈 2年
あ  か  り

明 香 里 マ

す ず き  さ き
鈴  木   咲  貴
に し え  あ や か
西 江  彩 花
さ わ だ  み く
澤 田  望 空

や ま ぐ ち あ か ね
2年 l11  口   茜 2年
か わ す,ら  さ え こ

2年 川 村  紗 瑛 子 2年

11

北

信

越

２

な ざ オ 1.

金  沢  向  陽

くる ま

車
お くむ t

(奥 村

あ きよ

亜 紀 代 )

ひ

滞

あ き

明

浦  .
しま

島
ま  t

み   よ し
実 2年 吉
き   0ヽ オ
妃 2年 岩

も ′

ド月

すすか

鈴 夏 2年

か な

加  奈 2年
ぅも か

桃 香 マ

お  の  な  お   も も い  れ
小 野  菜 保 2年 桃 井  伶
ひ が し  く る み   ふ じ む ら
東  久 留 望 2年 藤 村  沙
おおいえ なつき
大 家  夏 稀 1年

15

北

信

越

３

とや まこくさいだい,

富 山 国 際 大 fl属

い あ きひ ろ
合  昭 博
べ  ま さ み
1部  雅 美 )

:可

あ ´
(安

ん

凛 2■

佳 24
か

香 マ

たねおか l,る か
種   岡   遥
よ ね や ま ま み
米 山  麻  美
し ぶ か わ  な お
渋 り|1  奈 緒

り  ｀

2年 福 島  里 彩 2年
さ さ き あ ヽ

2年 佐 々 木  絢 子 2今

年

や まもり ま り
山 森  真
こばや し まな
小 林  愛
す ぎ た しず
杉 田  静

16

東

海

１

岐

阜

県

オ,

大

■ は し

橋
や ま

山

き

彰

ひ t

)横

み ず の

水  野
こ  じ ま
小  島
み ず の

ゆ う か   え ん ど う あ
"裕 加 2年 遠 藤  歩

さ き   ま つ |ヽ  み さ
沙 姫 2年 松 井  美 沙
ま ゆ

" 

フォ せ  ま り の
美 2年 久 瀬  茉 里 乃 21

7, →・ (D な

,,

る

紀 1年 水 野 |に 美
.|

井 卜  由 衣 マ水 野  麻 由 1年

lF

東

海

２

二

重

県 暁

,や まも と や
||, 本  泰
ま つ い  ち
(松 井  千

|

′t

夏 )

え りか

共 |11
な べ し ま

鍋 島
みずたに

水 谷
ま つ た
松  田

香 2年

め,

香 2年

こ ば や し あ や か
小 林  彩 華 2年
せ き や  ゆ め
関 矢  夕 芽 1年

.し  ゆ う き
優  希 21

, た  あ み
田  亜 美 11

|よ  べ'

林

な r
,成

か オ:

金

え

]
」

ミ, 依 1年

こ  ひ か り

子  暉 マ

18

愛
知

県

受
知

県

■
′ ナ|

経

だ + |

7〕 大  市  屯|`

か

亀
い な が き

(稲 垣

め い  か
'井

き

輝

)

し t

翔 i オo   カ

和

菜 2年
rさ

紗 1年

お お く

大  蔵
か と  う

加 藤
ふ じさ

藤 澤

tゆ

舞 優 2年
わ か ′

き

貝

た

田

せ な   か t

l性 奈 2年 梶
ゆ り   せ  :

|た

/1 ′′

中  友 梨 2年 関   朋

知

も

ゆ

由

沙

子 21

美

1,

近

畿

１

i
庫
県

く

学

′ヽ

1点 |

てらまち

寺 町
らぶかわ

( 史亡 り||

らきひろ

彰  浩
ともみつ

友 光 )

り  ま こ
真  子 2年

贅 え りか
恵 里 香 1年

ま りの

真 理 乃 2年
,)  さ や

沙 耶 1■

あ や こ

_絶_二_ヱ

草
よ

横

ス
|

こR

山

た な か  あ み
田 中  亜 実 2年
い しがみ かなこ
石 上  加 奈 子 1年
か ね だ  あ か り
金 田  明 香 里 1年

福 本

き ょ う .

京 野
かげや ま

陰 _」L_

2()

近

畿

２

界
一部
府

か の う

加   納
わたなベ

(渡 邊

敦
てつ よ し

哲 義 )

|ヽ オ, さ き 1,

崎  楓 由 14

た

1鶴

し

階

′ な

い しば し ま み こ   つ の だ  |ま る か
石 橋  麻 美 子 2年 角 田  遥 香 2年
なか しま あかね   しまもと ももか
中 島  朱 音 1年 島 本  萌 々 花 1年

ともや

知 也

近

畿

３
滋 賀 短 大 附 属

しぶ か わ  あ か り
澁  川   明  電
と く し ま や よ い
(徳 島  や よ い )

オ

根

藤

べ |.

崎池 田
つ ち た

い け だ  ま
,'t

棚  ネli

.帆 2年 宮
り  は      た

1 保 2年 玉
主 ゆ

みや ざ き な な
奈
t

々 子 2年 山
,き

み ゆ き

美 雪 24
ひ ろみ

弘  美
み な
三  奈

k こス

近
ト

土

な カ
中

た

田  ,.( 1111年

HI  乙 葵 2年

佐 藤

大

阪

府 四  天  ■
t

i

べ

(

す だ

旧

しがみ

西 L

主 さ と

ま

11

人

ず

)

玲
ス

美

ゆ

夢

まなみ   つ せ
真 奈 美 2年 辻 [

夕 め ぐ  |ヽ と

たと く お め

徳  岡
た な か
田 中
お が わ

′lヽ  り||

奈 2年

Ftt 2+

はたなカ

畠 中
か わ アヽ

川  11

つ か さ

つ か さ 2■

あ す か

亜 珠 香 1■

たか し

毅 至 マ

れ  な

め ぐ 1年 伊

藤

藤
,お か

岡木 1年

-38-

神

奈

川

県

げ   ぬ   ま
イ|

せ きね かす ひ ろ
関 根   ― 弘
み や た  あ き よ
(官 田  品 代 )

や    .貫

宮

山

県

けんりつぎふしょうぎょう

県 立 岐 阜 商 業

―

一ト

そ の だ が
園   田

き 1う とがいだいに し

京  都  外  大  西

濠
賀

県

の  う
大

阪

時



夕 第43回 全国高等学校選抜バドミントン大会 ♪

参加選手一覧 (学校対抗)女子
月.1量

学 枝
監督

(コーチ)
,讐 手 (マ 印はマネージャー )

――
●
Ｌ

Ｉ

島

根

県

し

松

ん

院徳

■ つ ´` い

浩 平
さ とこ

智 子 )

ゆ り
由 里 2年
ゆ い な

唯 菜 2年

え   み
絵 2年 宮
|ま    ´ヽ

み し
二 島
む らた

村  谷

ぎ

崎
ス

凹

池 内  萌

曽 我 4` 幸 穂 2年 藤

しお り

詩 織 2年
l tヽ  か

唯 花 2年

中

国

２

岡

山

県

く

倉 ||] 央
しき

敷

お

尾

そ

(

|1埼

か つ び さ

勝  久
け い た
敬 太 )

み

実

な

奈
ろ
′さ

年

年

お お た に

大 谷  真
あ お や ま

青 山  栞
は な だ な
花 田  菜

ち

111

り

t よ

代

子

き

月

こ ば や t

2年 小 林

1 年

年l

は る か   さ と
遥 華 2年 佐 藤

か や ま  み lま
2

香 山  未 帆 1年 武 田  莉
の し ま

野   島

25

鳥

取

県

●

鳥

|｀

愛取   敬
り け  |ヽ  歩

み ず  た カ
水  1峰

し

清

し

な

菜

子

な

菜

む ら た ひ よ り  き む ら
村 田 ひ よ り 2年 木 村
か が わ  も え か   な か の
香 川  も え 花 2年 中 野
に し む ら か の
西 村  果 乃 1年

あ り さ  き た む ら ゆ
有 沙 2年 北 村  由
か づ き  iま ま だ な な
楓 月 1年 濱 田  菜 々

ス' ^(  は る
矢 部  晴

年

年

2

1

′

2(ヽ

四

国

l

香
川

県

たかまつ し kう ぎょう

高 松 商 業

tt

士 居
や ま t,`

(山 本

ゅ ′レ こ

純  子
と し キS

敏 雄 )

ぬ

奴

く

楠
し

篠

か

賀
す σ

″)こ

子
み

美

り 2年 田 中
に したに

1年 西 谷
みや わ き

宮 脇

さ き

沙 季 2年
ゆ り こ

侑 里 子 1年
はるか

は る か マ

ゆ が こ  や まなか な
由 佳 子 2年 山 中  菜 フ
な つ み   し ぶ や  い
夏  海 2年 渋 谷  泉
は るか

晴 香 1年
のは ら

原

愛

媛

県

た

田

ひ さ え だ ゆ い
久 枝  ゆ い
て い や す た か
(出 井  康 隆 )

"

υ` 夕)   し
伊  野
す ず き

鈴 木  く
は す ぬ ■

蓮  沼

お

年 奥
あ

'

年 有ら ら 1

さ き

紗 季 1年

紫 惟 2 野  里 乃 2年 曽 我 部
や す き き  ご み
安  沙 生 1年 五 味

な が い
永 井

み お
美 桜 2年
さ ら こ

祥  子 1年
′ナ  |よ

美 帆 マ

`) 
¢)

28

九

州

１
九 州 国 際 大 付 属

(関 谷

みょ

明
■「

うじ′、

神

き ヽ

し げ た  み く  い し ば し ま い   とおや ま きよら
重  田  美 空 2年 石  橋   舞 2年 遠 山  き よ ら 2年
まつ もと あかね   た じ ま ゆ の か   ま つ や ま な み
松   本   茜 2年 田 島  優 乃 華 2年 松  山  奈 未 1年
き お か  な み         な わ た  か こ
宣_岡 _奈  美 1年           縄 田  佳 子 マ

やつしろしらゆりがくえん

人 代 自 百 合 学 園

か つ ひ で

勝 英
なおみ

尚 実 )

泉
つ

上

梅

む か い  こ と ね
向   琴  音 2年
く ろ き か え で
黒  木   楓 1年
き た も り ま や
北 森  麻 矢 マ |

え い こ   ひ ぐ ち な つ き
己 子 2年 樋 口 奈 津 樹 2年
あ や か   たにがわ なつみ
綾 夏 2年 谷 川  奈 津 美 2年
こ と の

琴 乃 1年

い ず み

映

え だ

田
め の

野

3()

九

州

３

長

崎

県 t
さ よや

早

ぎ ょ う

1商li中

か ぇ

1'( 梨 1年

t,

F

子

楓
よ

イt
lま

帆

年

年

み き  とうご
美 樹 2年 東 郷
は る か   あ き ば
遥 香 1年 秋 庭
ま り

|||

年 石  井
おおばや し ち
年 大 林  智
い は  ら   ま
井 原  真

な が た
永  口l
な る とみ

成  富
む ら も
村 本

1

2

1

′

31

|

鹿
児

島
県

児

I

鳥

[

女鹿

博

ら、フォ

文

ろ う

郎 )

あるかわ

古  川
)

(卓 ノ瀬 公

り ヽ

|:

‖|

か

仮

幸
あ

有

あ り ま
有 馬
さかの うえ

坂 之 上

ふ く も り

狙 _森

あ や の

彩  乃 2年
み な み

美 南 1年

み く
未 来 2年

花 梨 1年

せいな

み ゆ  こばや
弥 優 2年 小 林
ゆ うな   あ ん ら
祐 寧 2年 安 楽
ゆ うか

由 香 1年 村  星 菜 マ

132

イt
賀
lll

カ し

子賀   女

つ き ち

築 地
た  だ

た か ひ こ

孝  彦
み  き
美 紀 )(多 円

ま り ん   し わ  あ ゃ か
茉 鈴 2年 志 波  綾 香 2年
あやな   こ が  な な こ
彩 菜 2年 古 賀  菜 々 子 1年
あ か ね

_詢 年

た か そ の  あ り さ
高 園  杏 莉 沙 2年
し  わ   ひ  な
志  波   寿 奈 1年
iま   力`    ま  .み

左_賀_ 真 美 マ

か  ね  こ

金  子
あ まで,と

天 本
と も だ

友  円

川

■

也

とわ の も

と わ の
り さ ん あ |

愛

せ お  よ
妹 尾
あ べ  た
(阿 部

将  義
だ  お

志 夫 )

|

- 39 -

¨
村
お
岡

つ
　

　

る

‐几

ま
松

ま
＜

が
学

2:ヽ

に
新

さいだいふぞく

けんいち

憲 一
ま ゆ
真 由 )

い む ら

井 村
む らお か

(村 岡

に しや ま か つや
西  山  勝  也
で ぐ ち ま る み
(出 口 員 留 美 )

九

州

５

し

， ”

さ

佐

31,

南

北
海
道

松 本  未 玖
さ |ヽ と う  ね ね
齊 藤  寧 音
あ ん ど う り こ

鈴 木  優 香
や ま だ あ き の
I11[Ц   瑛 乃

Ｌ

互

い

伊

ふ

お

　

　

′ヽ

綾

”
佳

い

の
乃

り
織

え

2年

―
、
′

年

ホ
，
　

「脳

′
ン や

2年

2年

一
　

い
「
創

「

―

■
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

一
　

几

川

２

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

―̈
―
―
―
―

一
　

　

　

９

Ｆ
　
　
　
２

Ｆ
臨
ド
ー

一
　

　

　

　

１

一　

　

　

，



♪ 第43回 全国高等学校選抜バドミントン大会 ♪

参加選手一覧 (学校対抗)女子
男 サ 要 」

´

,`
「

監 イi ,世 r‐
|| 縣 督

北
北

海
道

坂  牧

片 桐  悠 輔 2,

あ

旭 だ ,イ イ子 |

わ ま   り こ
間  梨 子 2■

オ

天 友  千 純 1■
帯 広 大 谷 村1 澤  修: 影

市

北
海

道

7, 優 吾 2年
うたろ う
孔 太 郎 2年能 テ

き っ IFろ ′

札  幌  第
0・ わ ば た

友り|1 畑 FII

南

北

海

道

ま つ も

松 本
す ず き

鈴  木

み く

未‐玖 2,
ゆ う か

優 香 2■

とわのもりさんあい

と わ の 森 二 愛

: i

義妹 尾  将

ヤ

｝

■

橋   (摩 11'21

だ ゆ うき
多  裕 樹

そ ね
曽 根 夏 姫 1,

安 田  美
藤 口  真 人

官

城

県

野

“浅

海 2年

'¬

ナ

輔 2年原  大

せいうるすらえいち

聖 ウル ス ラ 英 智 畑 山  辰 徳

■

城

県

とくの

徳 能
は lF ら
保 原

ら す か ●
さ や か

彩  ,1,: |イ l

せい うる ,
ス聖 ウル ラ 英 智

かせ じゆ
瀬  潤

出

申

１

埼

工
県

:わ

川
キS"

岡

1

I. 人 屋 |

か オ し

島

す

杉

主

ギ

みなみ

走 南 11川

| 夏 美 |`|

よ

I埼 来 1杓

本   メ
海

`
′‐

谷  果
ざ わ  ル
澤  安 衣 21

北

信

越

１

石

川

県

ま さ ス'

公 哉
らぅ や

充 哉 年
11 水   内

，

”

叶

や まぐち あかわ
111  口   茜 2年
す ず き  さ き
鈴 木  咲 ■ 2●

"
ヽ

勝 山

iば や t

′
1ヽ  林

牧 野  智 +

t* t, !
trl *
ll.rt
*dr

t

真

麻
11′

申

”

１

一■
知

県

石

す

鈴

ν,

名 稲 垣  翔 脩

，

知

県 力ヽ

梶

虎   世
た

H ヽ| 」イ
|

めいけいだいいち,

名 経 大 市 亀 井
“

:

仁 藤  |三 裕 2年

:|」

星 |;々 ,

美 2,

近 藤

油 上
″

芽

ひ

ひ カ

‐ギ

和藤  本 ヤ

武  本   颯 21
神 戸 村 野 工 業 , 111_女 全

ホ

“

”

Z
t まみ こ

麻 美 r21
き ふ ゆ
寝己  111  11

ヽオ

1許

きようとがt

京 都 外
い に し

た 西 加  納   敦

山 島  由 里 2年
,t 岡  智

||

鳥

取

県

西 原
よねだ

米 H

業 2年

142年●1

員

米 7・ 松  蔭
L[_ゆ き

本 道  1ll l
寸

き

希 2■

アレ 14新 出  琴

や ない

柳  井 |1詢 1杓  11」   ,詞  サtll

ｉ
■

一

一

野   勝

や ま

奴 賀 直二 型

松

ダ 〕

商  業 I: 居  純  F

伏  見  勇 真 1年
番 | 央 11 敬

野  紫 11121
ぬ ま  さ き
沼  紗  季 11

新 |‖ 欠 枝  ゆ 1

九

川

１ |;々

や

ll“

た

責 田  美 2{:

ま  ゆ

田 島  優 乃 率塾 'し

|1国 際 人付 属

ナス

憲|サ , 神

崎

Ｆ

,|

同 武 ■み  え
泉  映‐ :

井 村  勝 英

開

催

地

南

北

海

道

なかみ 1

中 道
おおた

大 滝

||行

1年

市

北

海

轟

は や しだ

林  田
み か み  ん
二 上 夏 世t21

さっぽろせ

札  幌 静  イ|サ
ユ

匠檬   山

-40-

学

す ず き  ま さ
北

北

海

道

市

北

海
道

岡

た

一閾

まや
・山

も
森

おあ
青

年
　

年

た
汰

と
斗

‐

卜
〓
　
ゆ

´ヽ

け

ホ

．
し

〓

さ
埼 滝

浜 日 本 橋 女 学 館

おおい し ひ ろ t
人  石   宏

き
崎

ぇ
汗

ざ
　
わ

お
尾

か
河

―

沖

し

年

る

ｏ歩

年

　

年

き
暉

け
祐

し
，

す

，

「

ぅ

ｒ

ょ

‐

●

１

ス

谷

御

回

か
鍵

た
谷

富

―――

い 富 山 国 際 大 付 属

あ き ひ ろ

年

　

年

た
大

ろ
芳

ぅ
　
　
ひ

ｔ
麦

す
ま

り

，

一

，

東

海

２

せ ょ

松

ど

藤

の

野

ん
　
　
ず

え

」
返

み

火

，
業
ヽ
商
』
阜
卦
岐
い
，立

ん
　
ヽ

け

帰̈ 太  橋

11

大

臥

府

年

　
年

か
嵩

ゃ
静

た
　
　
も

し
山

と
た

ら
倉

む
村

お
小
な
中

東 大 阪 大 学 柏 原

ん
院

が
学
わゆし

夙

近

畿

２

兵

庫

県

13

同

山

県

年

　

年

け
輔

十
平

ぅ
業

ギ
ヽ
う

Ｔ

ま
一島

ずみ
水

さ

記人

主

松

ん

院

が

に̈ァ

と

， ８

し

松

む ら

四

国

―

年
　

年

祐

し
志

田 中  大
水

と

徳

●

川

県

門

Ｌ

２

にの みや

官

さ ぇ だ  ゆ い

長

崎

県

年

　
年

い
平

ら
空

ぅ
一体
，
ｔ

り
　
　
や
Ｒ

お
尾

，
台

バ
　

　

ー

綺

ま
松

か
“

t   tヽ    り    1    ,

西

生

、

哉

と

久
|ヨ   111

は
春

も
姿

園スｒ△
‐‐
百自代

お お しま たけふみ
大 島  健 史



″ 第43回 全国高等学校選抜バドミントン大会 ♪

参加選手一覧 (学校対抗)女子
, 女 了

,ヤ ■

北
北

海
道

地 鈴 木  将 」

北
北

海

道

わしつぎょう

実  業 人

南

北

海

＝

南

北

海

僣
能 札 |,1 調  友 布 鈴 木  優 香 2' ■ 'こ   将 義

福

島

県

わ

渡 辺  勇 人 2, 岡 本 多  裕 樹
き

月 11 1司 , ナヽ|. 均

束

化

，
一
本 |111  性

■

美 真  メ

埼

玉

県

,・

′」 ,||  ||: 汰 2年 埼 | 大 屋  資 司 荒 木  萌 恵 21 西 武 台 千 葉 瀬  秀 雄

H
き

樹 卜1 崎  孝 央 齋  藤  栞 2'

北
信

越

１

首

山
県 高  岡  第 ||′

,

北

”

趣

，
一

石

川

県 孟

“

横 111  康 博
づおいぇ なつき
太 家  夏 稀 11

ぎわ こ う

沢  向 |.tl

あ き

浩  明

束

毎

―

，
知

県 翔  悟 貴 虎  世 奈 2■

■ |1走

重

県 H
| マ

オタ 1(| 暁

な

丼  千 夏

一
畿

１ lヽ 倉  山 嵩 21
お

生 1

オ]

加  納   敦

兵

は

県 唐  津   駿 21 神 ,

き お ス

天

の

■ltl

l だ  ま
保  田  正 人

「
水

き

記

島

快

県 池 内  萌 絵 2年

オt ′

永   廉 21
や な い

柳  リ 商

岡

山

Ｅ

)ヽ や ま  み に
香 山  未 帆 1■

く
',し
きちゅうおう

介 敷 中 央 尾 崎  勝 久

^

「
]1 技   ゆ

高

知

県 ]晃

.し ょうぎょう

知  商  業 1司

′
=力
|lt

永 原

主

城 II

^
|¬

熊

本

県 ′ヽ  代   東 籠 藤

九
州

２

宮

崎

県 ,t

せ

早

や

哉

,カ くえん
・ 園ll |

1

武

や ま な ア
山  奈 未 11 九州 国 際 大付 属

み 1う じん (ナ ス

|り l 神  憲

性 瑛 寺 義

-41-

「
,■ 学 監

北

北

海

道

ま
牧

さ
坂

あさひかわしうざょう

旭  り|1 実  業 午
ゅ
唯
み
未慈

＾

さ
佐

年

ぅ

郎

ろ

‥

た

‐ズ

，

孔

の と

南

北

海

道

い

感
久

あ

‥

ん

一
二

さ
森

も

の
勁
わ

レ
・
レ
こ

東

北

１

み  お  カ
福

』

県

い
並
ｒ

だに
仁

み  お  カ

と うお うが くぇん

東  奥  学  園 弘

ｋ

町

よ

・ロ

や
安

だ

Ｈ
や
山

も
森

あ

Ｌ
Ｈ

ぇ
一本

ふ

‘
白

か
和

，
清
せヽ
斐

か

［Ｔ

・ぇ
浮不

ま

玉

たさ
埼

ぅ

魂

ち

内

た

滝

年

と

二

ひ

ィ

リ

志

の

ィ́

ら

・

む
“Ｎ

よ
士
ロ

た か お か だ い い ち

真  琴
た

一国

な

・甲

あかオ■

茜 2年
や まぐち

山  口
う   ●や   よ

′
|ヽ  林  陽 年

つちひら

土  平 金 沢 学 院 東
・なぎわが くいんひが

石

川

県

く

車

ゅ ん や

駿 弥 2年児

か

可

ら

郡̈

む

‐
ちヽ
市

―

・ヽ

だ

．
′

¨
経

め
″ろ

´

”

い

稲

援

知

県

ら

♪̈

●

‐
らヽ
市

が
大

¨
経

め

石^

め ヽヽ  か ず き
亀  井

や

山

「

耕

か

門

んし
新 矢

あ  か  つ  き

阪 大学 柏 原

京

都

府

じ

一
蜀

な

一｝

し

〓四

い

・ヽ

だ

．́

れ
外

・つ

当
側

き

一只

近

畿

２

ゆ

＋

か

〈
Ｖ

と

友

人

欧

” 年
み
美

な

奈

ま
　
‘
真

な

―

た

．．

は

占
員

中

国

１

岡

山

県

ん
院Ж学

と
徳

し
松

こ
子

さ
智

お
岡

ま
丸

山

口

県

た だ し

唯  至
み

一光

た
竹

15
年

）
志

ｋ

勝
に

西 口 伊 野  紫 惟 2年
ひ

久

四

Ｌ

２

も

っ
¨

ない
格

・
■
¨

ク
添

徳

島

県 舞 子 2年

で

■

年

ち

一

ゆ

‘
タ

み

　

・

出
上

も ろ

年
き
樹
っ
津
な
奈

らぐ

口

ひ
樋 人代 自百 合 学 園

て

ま
＾

ひつ
勝

ら
村
むい
井

福

岡

Ｌ

ｋ

松

門

“

即

南

北

海

道

さっぼろだ t

札  幌  第
一

市

も

友

南

北

海

道

い
晨
タ

あ

‥

ん

三

さ
森
も
の

の
　
つ

わ

ヵ

ル
一
し
Ｃ



♪ 全国高等学校選抜バドミントン大会♪

栄 光 の あ と

回数、年度、開催地 種 目 優 勝 準 優 勝 第 3位

第 1回

1972年 度

(昭和47年度)

栃木県真岡市

真岡女子高等学校

1973年

(昭和48年 )

3月 日～3月 日

男子複

辰己 秀雄
杉本 重幸

(奈良市立―条・奈良)

西村 正美
梶川 博之
(富山商業・富山)

佐野 典昭
奥野  正
(伊勢工業・二重 )

女子複

平井 佐代子
詫間 洋子
(高瀬・香川 )

山田 美根子
野中 ミチ子
(長崎商業・長崎 )

平野 美千代
瀬野 清美

(安孫子三階堂・千葉 )

男子単
西村 正美
(富山商業・冨山)

梶‖1 博之

(富山商業・富山)

辰己 秀雄
(奈良市立―条・奈良)

女子単
渡辺 多喜子
(平商業・福島 )

石田 尚子
(真岡女子・栃木 )

日向野 藤江
(真岡女子・栃木 )

第 2回

1973年 度

(昭和48年度)

東京都豊島区

巣鴨女子高等学校

1974年

(昭和49年 )

3月 23日 ～ 3月 24日

男子複

塚本 良―

竹中 伸行
(奈良市立―条・奈良)

伊東 勝之
佐々木 靖雄
(日 大鶴ヶ丘・東京 )

黒沢 ―夫
毛利 智成
(滑川・富山)

米山 孝ニ

柴田 正明
(日 本大学山形・山形 )

女子複

関根 和子
大塚 ソノエ

(新潟青陵・新潟 )

植野 恵美子
秋本 美津子
(四條畷学園 。大阪 )

原田 美智子
日原 禎子
(山陽女子・岡山 )

徳久 真理子

野口 泰枝
(巣鴨女子・東京 )

男子単
米山 孝ニ

(日 本大学山形・山形 )

菅 敏明
(項浦・長崎 )

塚本 良―

(奈良市立―条・奈良)

黒沢 ―夫
(滑川・富山 )

女子単
原田 美智子
(山陽女子・岡山 )

沢内 真由美
(新庄南・山形 )

門脇 ルリ子
(新庄南・山形 )

第 3回

1974年 度

(昭和49年度)

東京都世日谷区駒沢

オリンピック公園体書館

1976年

(昭和50年 )

3月 21日 ～ 3月 22日

男子団体 奈 良 熊本 石 川 岡 山

女子団体 新潟 栃木

峰  寛文
上原  明
(高松商業・香川 )

水内  浩
西川 慎―

(金沢市立工業・石川 )

吉岡 伸造
春井 善雄
(正強・奈良 )

小山 敏男
井崎 典彦
(宇治山田・二重 )

女子複

植野 恵美子
石川 好子

(四條畷学園・大阪 )

水品 真由美
中沢  淳
(新潟青陵・新潟 )

水野 昌子
佐藤 弘子
(巣鴨女子・東京 )

谷口

野崎

(宇治山田

元美

知花

重 )

男子単
牧野  裕

(金沢市立工業・石川 )

多田 ―美
(石岡第一・茨城 )

平田 重男
(倉敷工業・岡山 )

女子単
北村 寿弥子
(四條畷学園・大阪 )

徳久 順子
(巣鴨女子・東京 )

山沢 圭子
(真岡女子・栃木 )

槙野 いく子
(松阪 。二重 )

第 4回

1975年 度

(昭和50年度 )

群馬県桐生市

桐生市民体育館

1976年

〈昭和5i年 )

3月 26日 ～ 0月 27日

男子団体 香川 熊本 石 川 二 重

女子団体 大 阪 高 知 静岡

男子複

小浜 充弘
諸多 博之

(奈良市立―条・奈良)

上原  明
平野 勝彦
(高松商業・香川 )

山本  浩
早川 広志
(境港工業・鳥取 )

森田  均

坂本 昌嗣
(金沢市立工業・石川 )

女子複

青木 恵子
藤井 良子
(新潟青陵・新潟 )

山本 久美
松村 佐智
(土佐女子・高知 )

男子単
宍戸 隆夫
(塩釜・宮城 )

宮宇地

(高松商業

宏

香川 )

上村 秀章
(九州学院・熊本 )

西川 明夫
(七尾工業・石川 )

女子単
石‖1 好子

(四條畷学園・大阪 )

森下 真紀
(山 陽女子… 岡山 )

高野 和代
(新潟青陵・新潟 )

真喜志 俊子
(熊本信愛女学院・熊本)
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関根 和子
(新潟青陵・新潟 )

大阪 香川

男子複

冨田 章夫
(正強・奈良)

青森

河村 茂美
平久 美子

(四條畷学園 。大阪 )

小子内 美智子
山下 奈々子
(千葉学園・青森 )



♪ 全国高等学校選抜バドミントン大会♪

栄 光 の あ と

回数.年度.開催地 澪重目 優 勝 準 優 勝 第 3位

第 5回

1976年 度

(昭和51年度 )

福島県郡山市

郡山市総合体育館

1977年

(昭和52年 )

3月 20日 ～ 3月 21日

男子団体 熊本 滋賀 香川

女子団体 大 阪 青 森 富 山 高 知

男子複

野呂 裕紀
松月  昭
(伊勢・二重 )

丹藤 勇一
楠美 誠悦
(東奥義塾・青森 )

西山 博司
矢部 忠司
(比叡山・滋賀 )

喜良 明文
川原 美信
(柳井工業・山口)

女子複

河村 茂美
末兼 真弓

(四條畷学園・大阪 )

野中 弘美
高松 久仁子

(熊本中央女子・熊本 )

梶田 百枝
田辺 淑子
(山陽女子・岡山 )

男子単
上村 秀章
(九州学院・熊本 )

保科 正浩
(比叡山・滋賀 )

清水 弘幸
(金沢市立工業・石川 )

中西  功
(高松第一 。香川 )

女子単
平 久美子

(四條畷学園・大阪 )

高峯 彰子
(熊本中央女子・熊本 )

児玉 和美
(千葉学園・青森)

上林 雅子
(岩見沢東・北海道 )

第 6回

1977年 度

(昭和52年度 )

奈良県奈良市

奈良市中央体育館

1978年

(昭和53年 )

3月 26日 ～ 3月 27日

男子団体 奈良 栃木 熊本

女子団体 大 阪 熊 本 高知 栃木

男子複

須貝 英徳
五十嵐 正弘

(日 本大学山形・山形 )

保科 正浩
横田 悟司
(比叡山・滋賀 )

吉村 輝高
虎枝 寛哲

(奈良市立―条・奈良)

小野口 正
坂本 幸夫
(今市・栃木 )

女子複

北田 スミ子
合
"1 
裕子

(四條畷学園・大阪 )

横田 悦代
佐藤 幸代

(奈良市立―条・奈良 )

田村 圭香
寺田 文史
(土佐女子・高知 )

上野 加代子
高田 康子
(真岡女子・栃木 )

男子単
権藤 浩二
(九州学院・熊本 )

高崎 裕―
(高岡第一・富山)

貴田 昌史
(正強・奈良)

安福  正
(四 日市 。二重 )

女子単
原口 恵子

(四條畷学園・大阪 )

大庭 かおる
(釧路商業、定・北海道)

清藤  和
(土佐女子・高知 )

第 7回

1978年度

(昭和53年度 )

東京都世口谷区駒沢

オリンビック公園体育館

1979年

|(昭和54年 )

13月 23日 ～ 3月 24日

男子団体 熊 本 茨城 奈 良 香川

女子団体 大 阪 埼玉 熊本 高知

男子複

権藤 浩二
村上 英介
(九州学院・熊本 )

岡野 佳浩
小西  太
(高松商業・香川 )

貴田 昌史
古賀 勝志
(正強・奈良)

中鉢 義邦
松田 勝俊

(日 本大学山形・山形 )

女子複

北田 スミ子
冨田 美千代
(四條畷学園・大阪 )

川添 安代
高峯 和子

(熊本中央女子・熊本 )

小路 和代
宮崎 洋子
(金城・石川 )

服部 久美子
葛西 智子
(越ケ谷・埼玉 )

男子単
井上 哲章

(熊本商科大学付・熊本 )

山崎 夏樹
(日本大学鶴ヶ丘・東京)

下村 和永
(足羽・福井 )

松木 誠司
(高松商業・香川 )

女子単
植田 日出子
(四條畷学園・大阪 )

只野 晴美
(札幌静修・北海道 )

久保中 浩子
(八代自百合・熊本 )

村松 早苗
(金沢向陽・石川 )

第 8回

1979年 度

(昭和54年度 )

栃木県真岡市

真岡市総合体育館

1980年

(昭和55年 )

3月 24日 ～ 3月 25日

男子団体
今市

(栃木 )

横浜立野

(神奈川 )

九州学院

(熊本 )

高知商業

(高知 )

女子団体
熊本中央女子

(熊本 )

新潟青陵

(新潟 )

千葉学園

(青森 )

男子複

大島 正志
大堀  円
(今市・栃木 )

山本 裕幸
馬杉 武司
(比叡山・滋賀 )

鈴木 洋史
阿部 浩志

(山形市立商業・山形 )

青木 隆久
西江  均

(東岡山工業・岡山 )

女子複

高峯 和子
井村 由美

(熊本中央女子・熊本 )

野上 満子
山内 美子
(新潟青陵・新潟 )

松田 全代
新木 千織

(四條畷学園 。大阪 )

男子単
大島 正志
(今市・栃木 )

山本 裕幸
(比叡山・滋賀 )

井上 哲章
(熊本商科大学付・熊本)

井上

(足羽

哲也

福井)

女子単
野上 満子
(新潟青陵・新潟 )

陣内 貴美子
(熊本中央女子・熊本 )

平間 真由美
(小山城南・栃木 )

高島 満里子
(高松西・香川 )
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青森

葛西 明子
山下 奈々子
(千葉学園・青森 )

滋賀

相良 裕美
(八代・熊本 )

高松中央

(香川 )

荒川 圭子
平間 真由美
(小山城南・栃木 )
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第 9回

1980年 度

(昭和55年 度)

滋賀県大津市

皇子が山公園体青館

1981年

(昭和56年 )

3月 28日 ～3月 29日

男子団体
比叡山

(滋賀 )

金沢市立工業

(石川 )

伊勢工業

(二重 )

奈良市立―条

(奈良 )

女子団体
高岡女子

(富山 )

四條畷学園

(大阪 )

熊本中央女子

(熊本 )

小山城南

(栃木 )

男子複

片岡  1泰
辻田 泰昌
(比叡山・滋賀 )

佐々木 朝幸
葛西 孝輝
(東奥義塾・青森 )

前田

斎藤

(足羽

忠則

郁

福井 )

女子複

山内美子

石橋 咲知子
(新潟青陵・新潟 )

新木 千織
松田 太嘉子
(四條畷学園・大阪 )

井村 由美
高峯 尚子

(熊本中央女子・熊本 )

平間 真由美
猪瀬 美津枝
(小山城南・栃木 )

男子単
松野 修二
(日 川・山梨 )

松浦 進二
(草津・滋賀 )

村松 博
(金沢市立工業・石川 )

伊東 幸男
(九州学院・熊本 )

女子単
平間 真由美
(小山城南・栃木 )

山内 佳子

(高松中央・香川 )

竹原 桂子
(山陽女子・岡山)

小池 かおり
(千葉学園・青森)

第10回

1981年 度

(昭和50年度 )

群馬県桐生市

桐生市民体青館

1982年

〈昭和57年 )

3月 2'自 ～3月 28日

男子団体
比叡山

(滋賀 )

奈良市立―条

(奈良)

桐生市立商業

(群馬 )

九州学院

(熊本 )

女子団体
熊本中央女子

(熊本 )

四條畷学園

(大阪 )

滋賀女子

(滋賀 )

高松中央

(香川 )

男子複

斎藤  郁
海道 佳伸
(足羽・福丼 )

江原  均
横尾 宣幸
(石岡第一・茨城 )

片桐 哲也
藤咲 勇一

(桐生市立商業・群馬)

女子複

高峯 尚子
青木 きよみ

(熊本中央女子・熊本 )

松田 太嘉子
押切 美喜

(四條畷学園・大阪 )

相馬 由美子
野村 裕子
(弘前聖愛・青森 )

大石 千秋
松本 洋子
(長沼・北海道 )

男子単
柳谷 辰哉
(弘前南・青森 )

西川  勉
(比叡山・滋賀 )

植野 真澄
(高松西・香川 )

山尾 克則
(金沢市立工業・石川 )

女子単
森山 弘美

(熊本信愛女学院・熊本 )

伏喜 由美子
(高岡女子・富山 )

永井 明美
(高松中央・香川 )

中島 真美
(新島学園・群馬 )

第11回

1982年 度

〈昭和57年度 )

島根県松江市

松江市総合体青館

1983年

〈昭和58年 )

3月 26日 ～3月 27日

男子団体
比叡山

(滋賀 )

奈良市立―条

(奈良 )

金沢市立工業

(石川 )

女子団体
熊本信愛女学院

(熊本 )

四條畷学園

(大阪 )

上尾

(埼玉 )

男子複

川本 英明
林  謙―
(九州学院・熊本 )

加藤 安史
長谷‖1 典靖

(日 本大学山形・山形)

沖  貞雄
高橋 和也
(柳井工業・山口)

宮  康ニ
千葉  明
(日 川・山梨 )

女子複

鴻原 春美
新木 貴子

(四條畷学園 。大阪 )

原田 真理恵
本田 みどり
(新潟青陵・新潟 )

北本 久美子
袴田 かなみ
(千葉学園・青森 )

青木きよみ

田代 裕子
(熊本中央女子・熊本 )

男子単
見市 昌弘

(奈良市立―条・奈良)

宮  康二
(日 川・山梨 )

嶋田 隆志
(金沢市立工業・石川 )

川本 英明
(九州学院・熊本 )

女子単
上村 美香

(熊本信愛女学院・熊本)

北本 久美子
(千葉学園・青森 )

岡田 由美
(金城・石川 )

鴻原 明美
(四條畷学園・大阪 )

第12回

1983年 度

(昭和58年度 )

栃木県足利市

足利市民体青館

19“年

(昭和59年 )

3月 24日 ～ 3月 26日

男子団体
比叡山

(滋賀 )

小松原

(埼玉 )

東奥義塾

(青森 )

九州学院

(熊本 )

女子団体
熊本信愛女学院

(熊本 )

上尾

(埼玉 )

千葉学園

(青森 )

四條畷学園

(大阪 )

男子複

鶴田 直行
林  謙―
(九州学院・熊本 )

松本 仁志
江藤 裕樹
(比叡山・滋賀 )

角谷 淳―
寺崎  明

(札幌第一・北海道 )

福田 和浩
石橋  隆
(小松原・埼玉 )

女子複

清水 尚美
田島 志乃

(熊本中央女子・熊本 )

新木 貴子
今村  薫

(四條畷学園・大阪 )

川端 加世
岡田 真澄
(金沢二水・石川 )

徳光 由美子
谷地 春子
(千葉学園・青森 )

男子単
江藤 裕樹
(比叡山・滋賀 )

佐藤 輝行
(足羽・福井 )

角谷 淳―
(札幌第一・北海道 )

越後 久夫
(作新学院・栃木 )

女子単
新木 貴子

(四條畷学園・大阪 )

今野 裕子
(上尾・埼玉 )

徳光 由美子
(千葉学園・青森 )

堀  正枝
(金沢二水・石川 )
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松野 修ニ
宮  健次
(日 川・山梨 )

辻田 泰昌
杉本 吉男
(比叡山・滋賀 )

九州学院

(熊本 )

千葉学園

(青森 )
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第13回

,984年 度

〈昭和59年度 )

石川県金沢市

石川県体青館

1985年

(昭和60年 )

3月 29日 ～ 3月 31日

男子団体
小松原

(埼玉 )

金沢市立工業

(石川 )

比叡山

(滋賀 )

柳井工業

(山 口)

女子団体
熊本中央女子

(熊本 )

新潟青陵

(新潟 )

小山城南

(栃木 )

千葉学園

(青森 )

男子複

中川  守
西島 弘幸

(金沢市立工業・石川 )

気谷 篤人
山本 明彦

(金沢市立工業・石川 )

生井沢 勝美
立本 敬人
(上尾・埼玉 )

岡田 政朗
稲田 滋訓
(東海・愛知 )

女子複

田島 志乃
田代 美智代

(熊本中央女子・熊本 )

西田 美智子
横手 智恵美
(千葉学園・青森 )

関富子

古宇田 ノヽ重子
(小山城南・栃木 )

佐々木 道子
六郷 由香
(愛知淑徳・愛知 )

男子単
生井沢 勝美
(上尾・埼玉 )

佐藤 輝行
(足羽・福井 )

住吉 勇人
(伊東商業・静岡 )

濱北 和彦
(熊本商科大付・熊本 )

女子単
田島 志乃

(熊本中央女子・熊本)

西田 美和子
(千葉学園 。青森 )

―木 千代乃
(金城・石川 )

佐々木 道子
(愛知淑徳・愛知 )

.第 14回

1985年 度

く昭和60年度 )

沖■県邦覇市

奥武山体書館

1986年

(昭和61年 )

3月 20日 ～ 3月 28日

男子団体
上尾

(埼玉 )

比叡山

(滋賀 )

金沢市立工業

(石川 )

熊本商科大付

(熊本 )

女子団体
八幡大学附属

(福岡 )

上尾

(埼玉 )

熊本信愛女学院

(熊本 )

常総学院

(茨城 )

中川 敏治
町田 文彦
(上尾・埼玉 )

藤島 誠孝
石田  満

(金沢市立工葉・石川 )

大谷 誠二
岸尾 浩行

(奈良市立―条・奈良)

小本 義久
中村 伸哉
(九州学院・熊本 )

女子複

松尾 知美
毛利 千秋

(熊本信愛女学院・熊本)

松本 啓子
小松崎 美恵
(常総学院・茨城 )

大村 和代
長井 麻紀
(夙川学院・兵庫 )

平間 由紀
乳井 智秋
(千葉学園・青森 )

男子単
町田 文彦
(上尾・埼玉 )

山口 哲浩
(比叡山・滋賀 )

諏訪 隆博
(勝山・福井 )

小本 義久
(九州学院・熊本 )

女子単
捧  匡子
(新潟青陵・新潟 )

利川 貴子
(四條畷学園・大阪 )

秋元 美佐緒
(上尾・埼玉 )

田村 富士美
(八幡大学附属・福岡 )

第15回

1986年度

(昭和61年度 )

北海道帯広市

帯広市総合体育館

帯広の森体青館

1987年

(昭和62)

3月 26日 ～ 3月 28日

男子団体
比叡山

(滋賀 )

熊本商科大付

(熊本 )

上尾

(埼玉 )

女子団体
四條畷学園

(大阪 )

熊本中央女子

(熊本 )

小山城南

(栃木 )

高岡女子

(富山 )

男子複

石井  隆
関根 英勝
(越谷南・埼玉 )

斎藤 佳晴
佐賀 史昭
(作新学院・栃木 )

本山 秀昭
安本 恭宏

(熊本商科大付・熊本 )

鈴木 草麻生
中橋 ―晃
(比叡山・滋賀 )

女子複

中原 敬子
甲斐 美和

(熊本中央女子・熊本 )

秋‖1 貴子

岩田 良子
(四條畷学園・大阪 )

鬼沢 絹代
塚沢 昌子
(常総学院・茨城 )

捧  匡子
高橋 朱美
(新潟青陵・新潟 )

男子単
鈴木 草麻生
(比叡山・滋賀 )

本山 秀昭
(熊本商科大付・熊本)

渡辺 清―
(花北商業・岩手 )

佐賀 史昭
(作新学院・栃木 )

女子単
乳井 智秋
(千葉学園・青森 )

捧  匡子
(新潟青陵 。新潟 )

秋川 貴子
(四條畷学園・大阪 )

磯崎 京美
(昭和女子・大分 )

第10回

1987年 度

(昭和62年度)

兵庫県宝塚市

宝塚市立スボーツ

センター体書館

1988年

(昭和63年 )

3月 24曰 ～3月 27日

男子団体
上尾

(埼玉 )

金沢市立工業

(モ刊||)

札幌第一

((南 )北海道 )

常総学院

(茨城 )

女子団体
熊本中央女子

(熊本 )

四條畷学園

(大阪 )

常総学院

(茨城 )

千葉学園

(青森 )

男子複

大谷 知昌
内村  田1
(上尾・埼玉 )

藤本 謙治
村井 秀樹

(札幌第一・ (南 )北海道)

平井  肇
福知 俊治
(比叡山・滋賀 )

高村 誠也
境  恵司

(熊本商科大付・熊本 )

女子複

中原 敬子
甲斐 美和

(熊本中央女子・熊本 )

新木 美志子
岩田 良子

(四條畷学園・大阪 )

吉田 悦子
小泉 友紀
(園田学園・兵庫 )

物井 あゆみ
沼口 慶子
(常総学院・茨城 )

須賀 隆弘
(上尾・埼玉 )

桜井 敬大
(滝川工業・ (北 )北海道)

工藤  忠和
(札幌第一・ (南 )北海道)

塩谷 真樹
(金沢市立工業・石川 )

女子単
宮村愛子

(熊本中央女子・熊本 )

水井 妃佐子
(四條畷学園・大阪 )

仲山 美奈
(小山城南・栃木)

赤尾  香
(昭和女子・大分 )
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男子複

日川

(山 梨 )

男子単
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第17回

1988年 度

(昭和63年度)

栃木県宇都官市

栃木県体育館

1989年

(平成元年)

3月 25日 ～ 3月 28日

男子団体
熊本商科大付

(熊本 )

札幌第一

((南)北海道 )

比叡山

(滋賀 )

常総学院

(茨城 )

女子団体
熊本中央女子

(熊本 )

四條畷学園

(大阪 )

埼玉栄

(埼 玉 )

佐賀女子

(佐賀 )

男子複

片山 卓哉
久保田 雄三
(越谷南・埼玉 )

佐藤 嘉伸
郷路 ―郎

(札幌第一・ (南 )北海道)

田上 厚志
本田 和裕

(熊本商科大付・熊本 )

藤島 浩司
紺谷 幸―

(金沢市立工業・石川 )

宮村 愛子
松田 治子

(熊本中央女子・熊本 )

坂田 美佐
水井 妃佐子
(四條畷学園 。大阪 )

阿由葉 純代
加藤 美香
(前橋東・群馬)

蝦名 美輪
溝江 圭美
(千葉学園・青森 )

男子単
磯部 和弘
(常総学院・茨城 )

霜上 和宏
(熊本商科大付・熊本 )

勉

沖縄 )

金城

(糸満

小河原 崇
(比叡山・滋賀 )

女子単
宮村 愛子

(熊本中央女子・熊本 )

水井 妃佐子
(四條畷学園・大阪 )

小泉 友紀
(園田学園・兵庫 )

和田 幸子
(小山城南・栃木 )

第18回

1989年 度

(平成元年度 )

東京都葛飾区

総合スポーツセンター

1990年

(平成 2年 )

3月 26日 ～ 3月 29日

男子団体
熊本商科大付

(熊本 )

常総学院

(茨城 )

比叡山

(滋賀 )

千葉敬愛

(千葉)

女子団体
熊本信愛女学院

(熊本 )

埼玉栄

(埼玉 )

常総学院

(茨城 )

佐賀女子

(佐賀 )

大多 晴久
石本 明男

(金沢市立工業・石川 )

蓑  浩之
山形  誠
(関東第一・東京 )

林  貴昭
町田 征央
(瑣浦・長崎 )

本田 和裕
岡部 英朗

(熊本商科大付・熊本 )

女子複

篠原 久子
寺尾 美紀
(佐賀女子・佐賀 )

小吹 夏子
堤 員由美
(常総学院・茨城 )

西田 実友貴
下川 英里
(比叡山・滋賀 )

本田 和裕
(熊本商科大付・熊本 )

棟居 秀行
(柳井工業・山口)

中野 圭昌
(勝山・福井 )

岸田 明宏
(此花学院・大阪 )

井田 貴子
(埼玉栄・埼玉 )

松田 洋子
(四條畷学園・大阪 )

阪本 雅子
(熊本信愛女学院・熊本)

青木 美代子
(佐屋・愛知 )

第19回

1990年 度

(平成 2年度 )

富山県高岡市

高岡市民体育館

高岡商業高等学校

1991年

(平成 3年 )

3月 24日 ～3月 27日

男子団体
常総学院

(茨城 )

+iR-x
(t,[ )

関東第一

(東京 )

上尾

(埼玉 )

女子団体
常総学院

(茨城 )

聖ウルスラ学院

(宮城)

淑徳巣鴨

(東京 )

熊本中央女子

(熊本 )

福田  茂
片岡 直茂
(芦北・熊本 )

水沢 直哉
福田 光伸

(札幌第一・ (南 )北海道)

星 拓磨
米田 和典

(旭川工業・ (北 )北海道)

太田 慎二
石橋 秀法
(千葉敬愛・千葉 )

河口 奈緒美
酒井 美智子
(富山商業・富山 )

橋本 淳子
山田 裕美

(聖 ウルスラ学院・宮城 )

佐藤 純子
川崎 由紀子
(常総学院・茨城 )

下村 絵里
梅沢 千春
(藤園女子・富山 )

男子単
片岡 直茂
(芦北・熊本 )

平間 章雄
(前橋東・群馬 )

石本 明男
(金沢市立工業・石川 )

水沢 直哉
(札幌第一・ (南 )北海道)

女子単
河口 奈緒美
(富山商業・富山)

佐藤 純子
(常総学院・茨城 )

宮村 亜貴子
(熊本中央女子・熊本)

松田 洋子
(四條畷学園・大阪 )

第20回

1991年 度

(平成 0年度 )

栃木県宇都宮市

栃木県体青館

宇都宮市体育館

宇都宮市清原体宵館

1992年

(平成 4年 )

3月 25日 ～ 3月 28曰

男子団体
芦北

(熊本 )

関東第一

(東京 )

札幌第一

((南)北海道 )

大阪桐蔭

(大阪 )

女子団体
常総学院

(茨城 )

聖ウルスラ学院

(宮城)

金沢向陽

(石川 )

熊本信愛女学院

(熊本 )

男子複

第20回記念大会のため、個人戦は実施せず
女子複

男子単

女子単
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女子複

男子複

渡邊 真由美
阪本 雅子

(熊本信愛女学院・熊本)

男子単

女子単

男子複

女子複
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第2,回

1992年 度

(平成 4年度 )

新潟県新潟市

新澪市体青館

鳥屋野総合体育館

1993年

(平成 5年 )

3月 24曰 ～ 3月 27日

男子団体
常総学院

(茨城 )

高松商業

(香川 )

関東第一

(東京 )

越谷南

(埼玉 )

女子団体
四條畷学園

(大阪 )

熊本信愛女学院

(熊本 )

常総学院

(茨城 )

聖ウルスラ学院

(宮城 )

男子複

樋渡 順也
矢部 正博
(常総学院・茨城 )

井野 嘉久
―宮 孝―

(札幌第一・ (南 )北海道)

宇野政弘

横井弘招

(尽誠学園・香川 )

金田 真―
稲見 英哲

(宇都宮工業・栃木 )

女子複

増茂 孝枝
中山 智香子

(旭川実業・ (北 )北海道)

水井 泰子
川口 桐香

(四條畷学園・大阪 )

吉冨 桂子
岩本 麻衣子
(精華女子・福岡 )

貴田  泉
庄子 絵美

(聖ウルスラ学院・宮城)

男子単
吉り|1 大助

(高松商業・香川 )

篤

岡山 )

草井

(瀬戸南

三浦 公雄
(県立岐阜商業・岐阜 )

―宮 孝―
(札幌第一・ (南 )北海道)

女子単
水井 泰子

(四條啜学園・大阪 )

中山 智香子
(旭川実業・ (北 )北海道)

松王 峰代子
(山陽女子・岡山 )

貴田  泉
(聖 ウルスラ学院・宮城 )

第22回

1993年 度

(平成 5年鷹)

愛知県大府市

大府市民体育館

1994年

(平成6年 )

3月 24曰 ～3月 27日

男子団体
常総学院

(茨城 )

比叡山

(滋賀 )

宇都宮南

(栃木 )

上尾

(埼玉 )

女子団体
聖ウルスラ学院

(宮城 )

常総学院

(茨城 )

九州国際大付

(福岡 )

四天王寺

(大阪 )

男子複

酒井 将之
中島  篤

(近江兄弟社・滋賀)

宮本 和宏
松嘉 勇輔

(不二越工業・富山 )

下鳥 洋樹
高嶋  進
(常総学院・茨城 )

小澤  旭
秋山 龍修

(九州共立大ノヽ幡・福岡)

女子複

武富 いず美
田中 美保
(佐賀女子・佐賀)

三個 良子
加藤 真知子
(富山商業・富山 )

渡辺 こず絵
中  麻依子
(前橋東・群馬 )

佐々木 由美
木村 美和
(比叡山・滋賀 )

男子単
酒井 将之

(近江兄弟社・佐賀 )

山田 英孝
(上尾・埼玉 )

神谷 仁士
(高岡工芸・富山 )

秋山 龍修
(九州共立大八幡・福岡)

女子単
山田 潤子
(高岡女子・富山 )

田中 美保
(佐賀女子・佐賀 )

吉武 由加里
(九州国際大付・福岡)

市橋 美紀
(四條畷学園 。大阪 )

第23回

1994年 度

(平成 6年度 )

埼玉県上尾市

上尾運動公口体育館

1995年

(平成 7年 )

3月 25日 ～ 3月 28日

男子団体
常総学院

(茨城 )

比叡山

(滋賀 )

金沢市立工業

(石川 )

八代東

(熊本 )

女子団体
金沢向陽

(石川 )

高岡女子

(富山)

精華女子

(福岡 )

埼玉栄

(埼玉 )

男子複

平山 卓哉
福島 毅之
(関東第一・東京 )

中村 憲尚
増田 敏雄
(上尾・埼玉 )

青木 孝徳
山田 浩史
(常総学院・茨城 )

徳坂  渉
舛田 圭太

(金沢市立工業・石川 )

女子複

山崎 雅美
梶原 景子
(昭和女子・大分 )

吉冨 明子
大石  瞳
(精華女子・福岡 )

渡辺夕子

斎藤 和美
(日本橋女学館・東京 )

標  千春
本田  恵
(千葉学園・青森 )

男子単
松本  徹
(比叡山・滋賀 )

中村 憲尚
(上尾・埼玉 )

青木 孝徳
(常総学院・茨城)

馬木 智―
(札幌第一・ (南 )北海道)

女子単
山田 潤子
(高岡女子・富山 )

大坂 千尋
(常総学院・茨城 )

井川 里美
(埼玉栄・埼玉 )

岩松 絵理子
(旭川実業・ (北 )北海道)

第24回

1995年 度

(平成 7年度 )

北海道札幌市

北海道立札幌中島

体育センター別館

1990年

(平成 8年 )

3月 24曰 ～ 3月 27日

男子団体
常総学院

(茨城 )

札幌第一

((南)北海道 )

八代東

(熊本 )

上尾

(埼玉 )

女子団体
熊本信愛女学院

(熊本 )

札幌静修

((南)北海道 )

旭川実業

((北 )北海道 )

男子複

尾形 悟史
藤田 真人
(常総学院・茨城 )

川口 馨士
杉島  学
(比叡山・滋賀 )

佐藤 祐亮
三上 裕司

(札幌第一・ (南 )北海道)

沈  逸文
竹俣 洋平
(尚志・福島)

女子複

杉浦 美幸
永峰 弘子

(熊本信愛女学院・熊本 )

井川 里美
岩脇  史
(埼玉栄・埼玉 )

伴宏美

二瓶  志津香
(札幌静修… (南 )北海道)

堀  哲子
奥村 亜紀代
(金沢向陽・石川 )

男子単
沈  逸文
(尚 志・福島 )

舛田 圭太
(金沢市立工業・石川 )

大東 忠司
(八代東・熊本 )

川口 馨士
(比叡山・滋賀 )

女子単
三宅 直子
(大分女子・大分 )

森 かおり
(九州国際大付・福岡)

堀  哲子
(金沢向陽・石川 )

張  薇薇
(尚 志・福島 )
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第25回

,996年 度

(平成 8年度)

京都府長岡京市

長岡京記念文化会館

西山公園体青館

日向市民体育館

大山崎町体青館

1997年

(平成 0年 )

3月 25日 ～ 3月 28日

男子団体
八代東

(熊本 )

金沢市立工業

(石川 )

女子団体
埼玉栄

(埼玉 )

熊本中央女子

(熊本 )

日本橋女学館

(東京 )

男子複

第25回記念大会のため、個人戦は実施せず
女子複

男子単

女子単

第26回

:997年 魔

(平成 9年度 )

東京都世田谷区駒沢

オリンピック公園体青館

オリンピック屋内体青館

1998年

(平成
'0年

)

3月 21日 ～ 3月 24日

男子団体
八代東

(熊本 )

九州国際大付

(福岡 )

金沢市立工業

(石川 )

比叡山

(滋賀 )

女子団体
精華女子

(福岡 )

日本橋女学館

(東京 )

金沢向陽

(石川 )

高岡西

(富山 )

男子複

大東 真也
中村 寿史
(八代東・熊本 )

桜井 勝仁
芦田  寛
(北越・新潟 )

安徳 和哉
二宮 和敬
(高松商業・香川 )

梅本 修平
松本 紘二
(比叡山・滋賀 )

女子複

末綱 聡子
赤尾 美代
(昭和女子・大分 )

中内 景子
奥村 加恵

(九州国際大付・福岡)

向  恵子
田島 史子

(近江兄弟社・滋賀 )

男子単
平山 正史
(上尾・埼玉 )

三上 絋由
(宮城県工業・宮城 )

大東 真也
(八代東・熊本 )

池田 信太郎
(九州国際大付・福岡 )

女子単
安城 美華
(四天王寺・大坂 )

松尾 美穂子
(九州国際大付・福岡)

田上 千晴
(熊本信愛女学院・熊本)

寺本 悦子
(聖 ウルスラ学院r宮城)

第2'回

1998年 度

(平成10年度 )

岩手県岩手郡滝沢村

滝沢村総合公園体育館

1999年

(平成11年 )

3月 26日 ～ 3月 29日

男子団体
関東第一

(東京 )

八代東

(熊本 )

比叡山

(滋賀 )

札幌第一

((南)北海道 )

女子団体
熊本信愛女学院

(熊本 )

九州国際大付

(福岡 )

金沢向陽

(石川 )

埼玉栄

(埼玉 )

男子複

稲垣 翔悟
谷口  斉
(比叡山・滋賀 )

垣内 大輔
岡野 史裕
(作新学院・栃木 )

山下  淳
廣瀬 雅士

(金沢市立工業・石川 )

茂見 祥平
山隈 芳章
(八代東・熊本 )

女子複

田上 千晴
松本 舞子

(熊本信愛女学院・熊本 )

赤尾 美代
赤尾 亜希
(昭和女子・大分 )

高木 さやか
川島  彩
(滋賀女子・滋賀 )

守屋 仁美
谷口 貴美
(山陽女子・岡山 )

男子単
佐藤 翔治
(関東第一・東京)

茂見 祥平
(八代東・熊本 )

前田 丈博
(高松商業・香川)

山下  淳
(金沢市立工業・石川 )

女子単
赤尾 美代
(昭和女子・大分 )

謝

(本庄第一・埼玉 )

田上 千晴
(熊本信愛女学院・熊本 )

第28回

1999年 度

(平成11年度 )

崚阜県各務原市

各務原市総合体青館

2∞0年

(平成12年 )

3月 25日 ～ 3月 28日

男子団体
関東第一

(東京 )

高岡工芸

(富山 )

常総学院

(茨城 )

八代東

(熊本 )

女子団体
埼玉栄

(埼玉 )

滋賀女子

(滋賀 )

長崎女子

(長崎 )

県立岐阜商業

(岐阜 )

男子複

槙野 貴行
菊田  学
(常総学院・茨城 )

守田  喬
斎藤 大吾

(九州国際大付・福岡)

早坂 幸平
石田 圭太

(札幌第一・ (南 )北海道 )

川前 直樹
諸多 大輔
(柏原・大阪 )

女子複

佐野志緒梨

金上 路子
(聖 ウルスラ学院・宮城)

松田 友美
宇津早也香

(長崎女子・長崎 )

田井 紀子
梅津 知恵
(金沢向陽・石川 )

下野 鈴佳
小椋久美子

(四天王寺・大阪 )

男子単
榎本 良永
(比叡山・滋賀 )

川前 直樹
(柏原・大阪 )

早坂 幸平
(札幌第一・ (南 )北海道 )

佐々木 翔
(関東第一・東京 )

女子単
楊  需琳
(青森山田・青森 )

広岡まり香

(埼玉栄・埼玉 )

小椋久美子

(四天王寺・大阪 )

後藤  愛
(県立岐阜商業・岐阜 )
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上尾

(埼玉 )

常総学院

(茨城 )

九州国際大付

(福岡 )

黒川 加奈子
戸城 千明
(香川中央・香川 )

寺本 悦子
(聖ウルスラ学院・官城 )
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第29回

20∞年度

く平成12年度 )

宮城県塩電市

塩薔市体青館

2∞ 1年

(平成13年 )

3月 24曰 ～ 3月 27日

男子団体
関東第一

(東京 )

埼玉栄

(埼玉 )

水島工業

(岡山)

八代東

(熊本 )

女子団体
青森山田

(青森 )

滋賀女子

(滋賀 )

四天王寺

(大阪 )

男子複

饗|1  志遠

平田 奥靖
(高岡工芸・富山 )

斉藤 元伸
堤  敦史
(埼玉栄・埼玉 )

岩脇 峰生
西浦 和広
(青森山田・青森 )

森田 広貴
斉藤 篤史

(福岡大学附属大濠・福岡)

女子複

暢  語琳
廣瀬栄理子

(青森山田・青森 )

多谷 郁恵
早川由希子

(滋賀女子・滋賀 )

宇津早也香

小森 美希
(長崎女子・長崎 )

服部 麻衣
倉満 ―美
(昭和女子・大分 )

劉  志遠
(高岡工芸・富山 )

左村 正和
(八代東・熊本 )

三上 真秀
(帯広大谷・ (北 )北海道)

鉦  佳平
(青森山田・青森 )

女子単
対   晶
(高岡龍谷・富山 )

小椋久美子

(四天王寺・大阪 )

廣瀬栄理子

(青森山田・青森 )

多谷 郁恵
(滋賀女子・滋賀 )

第30回

2001年度

〈平成13年度 )

長崎県■■市

長崎県総合体書館

大村市体■文化センター

2∞2年

く平成14年 )

3月 23日 ～ 3月 26日

男子団体
関東第一

(東京 )

埼玉栄

(埼玉 )

八代東

(熊本 )

札幌第一

((南)北海道 )

女子団体
青森山田

(青森 )

埼玉栄

(埼玉 )

九州国際大付属

(福岡 )

県立岐阜商業

(岐阜)

男子複

第30回記念大会のため、個人戦は実施せず
女子複

男子単

女子単

第31回

2∞2年度

(平成14年度)

静岡県富士宮市

富士宮市体青館

2∞3年

(平成16年 )

3月 21日 ～ 3月 24曰

男子団体
埼玉栄

(埼玉 )

関東第一

(東京 )

八代東

(熊本 )

比叡山

(滋賀 )

女子団体
星陵

(静岡 )

聖ウルスラ学院

(宮城 )

青森山田

(青森 )

男子複

高木 洋平
松本 久雄
(関東第一・東京 )

黒田 俊明
中尾 祐介
(埼玉栄・埼玉 )

多谷 公志
早‖1 賢―

(比叡山・滋賀 )

比内 恭兵
佐藤 裕樹
(東奥学園・青森 )

女子複

吉村 征美
前田 美順
(熊本中央・熊本)

伊東 可奈
梨木 春花
(金沢向陽・石川 )

臼井 裕子
三輪紗弥香

(県立岐阜商業・岐阜)

馬上 愛実
冨島 道子
(上尾・埼玉 )

男子単
数野 健太
(比叡山・滋賀 )

遠藤 大由
(小松原・埼玉 )

黒瀬 尊敏
(高岡工芸・富山 )

女子単
平山  優

(聖ウルスラ学院・官城)

松尾 静香
(此花学院・大阪 )

神 ゆかり
(淑徳巣鴨・東京 )

金森 裕子
(星陵・静岡 )

第32回

2∞3年度

(平成15年度)

山口県山口市

山口市民会館

1山口県絶新百年記念公口

1 山口県スボーッ来化センター

|〈平成16年 )

13月 25日～3月 28日

男子団体
関東第一

(東京 )

埼玉栄

(埼玉 )

八代東

(熊本 )

比叡山

(滋賀 )

女子団体
此花学院

(大阪 )

青森山田

(青森 )

金沢向陽

(石川 )

札幌静修

((南 )北海道 )

男子複

早川 賢―
早崎 修平
(比叡山・滋賀 )

三瓶  明
加納  翼

(札幌第一・ (南 )北海道)

安村 達ニ
竹内 雅明
(関東第一・東京 )

辻井 悠介
山岡 悠二
(久居・二重 )

女子複

永野 陽子
工藤 亜紀

(札幌静修・ (南 )北海道)

岡 ひとみ
西  郁美
(熊本中央・熊本 )

今別府香里

大田 佳奈
(青森山田・青森 )

松尾 静香
恵良由里亜

(此花学院・大阪 )

男子単
遠藤 大由
(小松原・埼玉 )

堀
"1 
善生

(関東第一・東京)

佐伯 祐行
(水島工業・岡山)

高島 雅彦
(札幌第一・ (南 )北海道)

女子単
松尾 静香
(此花学院 。大阪 )

岡 ひとみ
(熊本中央・熊本 )

関谷 真由
(九州国際大学付属・福岡)

今別府香里

(青森山田・青森 )
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県立岐阜商業

(岐阜 )

男子単

熊本中央

(熊本 )

川内 崇士
(青森山田・青森 )
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1第 33回

12∞4年度

|(平成16年度)

愛燿県松山市

松山市総合

コミュニティーセンター

2(Ю5年

(平成17年 )

3月 24日 ～ 3月 27日

男子団体
水島工業

(岡 山 )

比叡山

(滋賀 )

青森山田

(青森 )

女子団体
青森山田

(青森 )

金沢向陽

('【:iり ||)

埼玉栄

(埼玉 )

聖ウルスラ学院

(宮城 )

男子複

大滝 涼太
安田 敬之
(柏原・大阪 )

松浦  翔
鈴木 大裕
(青森山田・青森 )

斉藤 祐司
斉藤 真弘
(足羽・福井 )

女子複

浜中麻亜子

樽野  恵
(金沢向陽・石川 )

伊藤小菓美

村山絵理花

(聖 ウルスラ学院・宮城)

江淵 愛美
金山 友萌
(高岡西・富山 )

男子単
佐伯 祐行
(水島工業・岡山)

高島 雅彦
(札幌第一・ (南 )北海道)

松川 直弘
(勝山・福井 )

女子単
藤井 瑞希
(青森山田・青森)

江淵 愛美
(高岡西・富山 )

井上 春奈
(埼玉栄・埼玉 )

奥  幸那
(県立岐阜商業・岐阜)

第34回

2∞5年度

〈平成17年度 )

福丼県敦賀市

菫賛市総合週勁公園体育館

2∞6年

(平成18年 )

3月 24日 ～ 3月 27日

男子団体
埼玉栄

(埼玉 )

八代東

(熊本 )

柏原

(大阪 )

勝山

(福井 )

女子団体
金沢向陽

(石川 )

青森山田

(青森 )

埼玉栄

(埼玉 )

聖ウルスラ英智

(宮城 )

男子複

川下 円1士
西澤  潤
(比叡山・滋賀 )

松川

笹木

(勝山

直弘

里司

福井 )

女子複

藤井 瑞希
垣岩 令佳
(青森山田・青森 )

緯野  恵
木村 唯菜
(金沢向陽・石川 )

石‖1 育実

中原 唯衣
(伊勢崎清明・群馬 )

伊藤 小菜美
村山 絵理花

(聖ウルスラ英智・宮城)

男子単
田児 賢―
(埼玉栄・埼玉 )

井谷 和弥
(柏原・大阪 )

湯谷 亮介
(鳥取工業・鳥取 )

武山 修三
(八代東・熊本 )

樟野  恵
(金沢向陽・石川 )

野尻野 匡世
(尚志・福島 )

藤井 瑞希
(青森山田・青森)

田村 千秋
(昭和学園・人分 )

第35回

20(6年度

(平成18年度)

北海道札幌市

北海遺立籠合体青センター

きたえ―る

2∞ 7年

(平成 19年 )

0月 25日 ～ 3月 28日

男子団体
埼玉栄

(埼玉 )

熊本県立八代東

(熊本 )

関東第一

(東京 )

比叡山

(滋賀 )

女子団体
青森山田

(青森 )

埼玉県立越谷南

(埼玉 )

聖ウルスラ英智

(宮城 )

九州国際大学付属

(福岡)

男子複

第35回記念大会のため、個人戦は実施せず

男子単

女子単

1第 36回

12∞ 7年度

(平成 19年度)

大分県日田市

日田市総合体育館

昭和学園高校体育館

2∞8年

(平成20年 )

3月 22日 ～3月 25日

男子団体
埼玉栄

(埼玉 )

比叡山

(滋賀 )

東大阪大学柏原

(大阪 )

関東第一

(東京 )

女子団体
聖ウルスラ英智

(宮城 )

埼玉栄

(埼玉 )

とわの森三愛

(南北海道)

男子複

矢部 拓也
村上 俊
(比叡山・滋賀 )

辻  博明
新  浩平

(金沢市立工業・石川 )

北島  翼
中野 忠昭
(青森山田・青森 )

女子複

高橋 礼華
松友美佐紀

(聖 ウルスラ英智・宮城)

橋本 由衣
米本 小春
(青森山田・青森 )

西  友里
久後あすみ

(四天王寺・大阪 )

村岡 尚美
横山めぐみ

(八代白百合・熊本 )

男子単
和田  周
(埼玉栄・埼玉 )

木戸 道治
(関東第一・東京 )

末松 純
(福岡大大濠・福岡 )

千京 尚将
(勝山・福井 )

女子単
三谷美菜津

(金沢向陽・石川 )

松友美佐紀

(聖 ウルスラ英智・宮城)

橋本 由衣
(青森山田・青森)

山本しずか

(加古川東・兵庫)

―Ⅸ)―

埼玉栄

(埼玉 )

三橋 智希
林  純司
(埼玉栄・埼玉 )

川西ゆかり

岸本 真美
(香川中央・香川 )

上田 拓馬
(埼玉栄・埼玉 )

田児 賢―
松丸 ―輝
(埼玉栄・埼玉 )

園田 啓悟
嘉村 健士
(八代東・熊本 )

女子単

女子複

青森山田

(青森 )

千京 尚将
川西 俊也
(勝山・福井 )
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第3'回

2008年度

(平成20年度 )

新潟県新潟市

“

澤市東総合スポーツセンター

2009年

(平成21年 )

3月 24日 ～3月 2'日

男子団体
埼玉栄

(埼玉 )

関東第一

(東京 )

札幌第一

((南 )北海道 )

女子団体
聖ウルスラ英智

(宮城 )

青森山田

(青森 )

新潟青陵

(新潟 )

埼玉栄

(埼玉 )

男子複

星野 翔平
小林  晃
(埼玉栄・埼玉 )

尾野 拓郎
佐久間浩平

(札幌第一・ (南 )北海道)

渡邊 達哉
定宗隆―郎

(日章学園・宮崎 )

丸尾亮太郎

中村 太郎
(伊勢崎清明・群馬 )

女子複

新玉 美郷
城口優里花

(名経大市鄭・愛知 )

牧野 美咲
山本 紗椰
(四天王寺・大阪 )

男子単
渡邊 達哉
(日章学園・宮崎)

大森 康平
(富岡・福島)

間瀬 俊介
(関東第一・東京 )

女子単
松友美佐紀

(聖 ウルスラ英智・宮城 )

三谷美菜津

(金沢向陽・石川 )

古西佳那子

(高岡西・富山 )

福万 尚子
(樟蔭東・大阪 )

第38回

2(X9年度

(平成21年度 )

埼玉県熊谷市

熊谷スポーツ文化公口

12010年

|(平成22年 )

13月 25日 ～ 3月 28日

男子団体
埼玉栄

(埼玉 )

岡崎城西

(愛知 )

東大阪大学柏原

(大阪)

高松第一

(香川 )

女子団体
聖ウルスラ学院英智

(宮城 )

樟蔭東

(大阪)

埼玉栄

(埼玉)

青森山田

(青森)

男子複

竹内宏気

竹内義憲

(埼玉栄・埼玉)

大越 泉
古賀 輝
(埼玉栄・埼玉)

白川拓磨

西條賢也

(帯広大谷・北北海道)

吉森 司
南 淳也

(金沢市立工業・石川)

女子複

田中志穂

市丸美里

(青森山田・青森)

庄山栞

渡辺梨沙

(札幌静修・南北海道 )

脇野利奈

今野あゆみ

(聖ウルスラ学院美智・官城)

男子単
竹内宏気

(埼玉栄・埼玉 )

和田治久

(埼玉栄・埼玉)

山本皓策

(札幌第一・南北海道)

染木俊寛

(八代東・熊本)

女子単
高橋沙也加

(高岡西・富山)

中村梨沙

(埼玉栄・埼玉)

下田菜都美

(樟蔭東・大阪)

井田詩織

(鳥取敬愛・鳥取 )

第39回

2010年度

(平成22年度 )

和歌山県和歌山市

和歌山ビッグホエール

2010年

(平成23年 )

3月 25日 ～ 3月 28曰

男子団体

東日本大震災のため大会中止

女子団体

男子複

女子複

男子単

女子単

第

“

回

2011年度

(平成23年度)

広島県広島市

広島県立お合体青館

グリーンアリーナ

2012年

(平成24年 )

3月 24日～3月 27日

男子団体
埼玉栄

(埼玉 )

比叡山

(滋賀 )

富岡

(福島)

東奥義塾

(青森 )

女子団体
九州国際大学付属

(福岡)

青森山田

(青森 )

県立岐阜商業

(岐阜 )

埼玉栄

(埼玉 )

男子複

第40回記念大会のため、個人戦は実施せず
女子複

男子単

女子単
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八代東

(熊本 )

三谷美菜津

平野 華梨
(金沢向陽・石川 )

山田 真央
神中 成緒
(埼玉栄・埼玉)

尾野 拓郎
(札幌第一・ (南 )北海道)

高橋沙也加

古西佳那子

(高岡西・富山)



回数、年度.開催地 種 目 優 1券 準 優 勝 第 3位

|

1第41回

12012年度

|(平成24年 度)

1福岡県北九州市

1北九州市立総合体育館

12013年

(平成25年 )

3月 25日 ～ 3月 28日

男子団体
埼玉栄

(埼玉 )

富岡

(福島)

比叡山

(滋賀 )

東大阪大学柏原

(大阪 )

女子団体
富岡

(福島)

青森山田

(青森 )

九州国際大学付属

(福岡)

日本橋女学館

(東京)

男子複

保木 卓朗
小林 優吾
(冨岡・福島 )

下農 走
常山 幹太

(東大阪大学柏原・大阪)

川端 祥
大関 修平
(埼玉栄・埼玉 )

女子複

松田 蒼
金浦 紗樹

(富山国際大学付属・富山)

松本 麻佑
長瀬 瑞奈

(とわの森三愛・南北海道)

中西 貴映
清水 望
(大宮東・埼玉 )

星 千智
吉森 朱里
(金沢向陽・石川 )

男子単
小野寺 裕介
(埼玉栄・埼玉 )

馬場 湧生
(九州国際大学付属・福岡)

清水 智彦
(比叡山・滋賀 )

下農 走
(東大阪大学柏原・大阪)

女子単
星 千智

(金沢向陽・石川 )

永田  麗
(青森山田・青森 )

森 みず穂
(四天王寺・大阪 )

松本 麻佑
〈とわの森三愛・南北海道)

1第 42回

12010年 度

(平成25年 度)

長野県松本市

松本市総合体古館

信州スカイパーク体青館

2014年

(平成26年 )

3月 2i日 ～3月 24日

男子団体
東大阪大学柏原

(大阪 )

富岡

(福島 )

埼玉栄

(埼玉 )

青森山田

(青森 )

女子団体
富岡

(福島 )

青森山田

(青森 )

埼玉栄

(埼玉 )

京都外大西

(京都 )

男子複

渡辺 勇大

三橋 健也

(富岡・福島)

下農 走

常山 幹太

(東大阪大学柏原・大阪)

西方 優馬

下川 大樹

(埼玉栄・埼玉)

森 公平

山崎 慎也

(西武台千葉・千葉)

女子複

大堀 彩

東野 有紗

(富岡・福島)

荒木 茜羽

志田 千陽

(青森山田・青森 )

油上 芽恵

下陸 ひかる

(夙川学院・兵庫 )

山口 茜

鈴木 咲貴

(勝山・福井)

男子単
常山 幹太

(東大阪大学柏原・大阪)

古賀 穂

(富岡・福島)

塚本 光希

(札幌第一 月ヒ海道)

下川 大樹

(埼玉栄・埼玉)

山口 茜

(勝山・福井)

仲井 由希乃

(日 本橋女学館 。東京)

荒木 萌恵

(西武台千葉・千葉 )

大堀 彩

(富岡・福島)

第40回

2014年度

(平成26年度 )

北海道札幌市

北海道立総合体青センター

2015年

(平成27年 )

3月 25日 ～3月 28日

男子団体

女子団体

男子複

男子単

女子単
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♪ 全国高等学校選抜バドミントン大会♪

栄 光 の あ と

原口 拓巳
成富 勇太
(自 由ケ丘・福岡 )

女子単

女子複



「第 43 全国高等学校選抜バドミントン大会」参加におけるロ

個人情報、及び肖像権に関わる取り扱いについて

公益財団法人  全国高等学校体育連盟バドミントン専門部
第43回全国高等学校選抜バドミントン大会実行委員会事務局

公益財団法人全国高等学校体育連盟バドミントン専門部、及び第43回全国高等学校選抜バドミントン大会

実行委員会事務局は、大会参加申込書等を通じて取得される個人情報及び肖像権の取り扱いに関して、以下

のとおり対応します。

参加申込書に記載された個人情報等の取り扱い

(1)大会プログラム等に掲載されます。

(2)競技会場内でアナウンス等により紹介されることがあります。

(3)競技会場内外の掲示板等に掲載されることがあります。

2競技結果 (記録)等の取り扱い
(1)大会事務局の記録担当者により公開されます。

(2)認められた報道機関等により、新聞・雑誌及び関連ホームページで公開されます。

(3)大会プログラム掲載の個人情報とともに、大会事務局が作成する大会結果報告書 (以下「報告書」)と

いう。に掲載されます。

(4)優勝及び上位入賞結果 (記録)等は、次年度以降の大会プログラムに掲載されます。

3肖像権に関する取り扱い
(1)認められた報道機関等が撮影した写真が、新聞・雑誌・報告書・ホームページ等で公開されることが

あります。

(2)認められた報道機関が撮影した映像が中継または録画放映されることがあります。DVD等に編集さ
れ、配布されることがあります。

(3)この他、(公財)全国高等学校体育連盟バドミントン専門部の許可に基づき、記念写真等が販売され

ることがあります。

4大会事務局としての対応について
(1)取得した個人情報等を上記利用目的以外に使用することはありません。

(2)参加申込書の提出により、上記取り扱いに関する承諾をいただいたものとして対応させて頂きます。

(3)個人情報等の掲載または公開等についてのご質問は、(公財)全国高等学校体育連盟バドミントン専

門部、または第43回全国高等学校選抜バドミントン大会実行委員会事務局までご連絡下さい。

<連絡先・問い合わせ先>
(公財)全国高等学校体育連盟バドミントン専門部事務局

長野県田川高等学校 新井研二

TEL 0263-41-7834
第43回全国高等学校選抜バドミントン大会実行委員会事務局

北海道高等学校体育連盟バドミントン専門部

委員長 渡邊 励

TEL 011-736-3191
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平成 26年度 第43回全国高等学校選抜バドミントン大会実施要項

1 主  催  公益財団法人日本バ ドミントン協会 公益財団法人全国高等学校体育連盟

2主  管 北海道バ ドミントン協会 公益財団法人全国高等学校体育連盟バ ドミントン専門部
北海道高等学校体育連盟バ ドミントン専門部 本L幌バ ドミントン協会

文部科学省 北海道 北海道教育委員会 公益財団法人北海道体育協会
北海道高等学校体育連盟 本L幌市 本L幌市教育委員会 一般財団法人札幌市体育協会
北海道新聞社

3後  援

4期  日

場

目

平成 27年 3月 24日 (火)～ 28日 (土 )
開会式 平成 27年 3月 24日 (火)16:00～
競 技 平成 27年 3月 25日 (水) 9:30～

26日 (木) 9:30^シ
27日 (金) 9:30～
28日 (土) 9:30～

閉会式        28日 (土) 競技終了後

学校対抗

学校対抗

個人対抗

個人対抗

【
Э

´
０

７

，

△
一
　
　
　
　
　
　
薔
憚

開会式・競技 北海道立総合体育センター (北海きたえ―る)
札幌市豊平区豊平 5条 11丁 目1-1 ■011-820-1703

(1)学校対抗
(2)個人対抗

女

女

男

男

各団体戦

各個人戦 (シングルス・ダブルス)

平成 26年度 (公財)日 本バ ドミントン協会競技規則、同大会運営規程及び同公認審判員
規程による。

8 競技方法
(1)学校対抗 (団体戦)
ア トーナメント方式による。ただし、 3位決定戦は行わない。
イ ダブルス 2組・シングルス 3名で行い、試合順序はダブルス 1・ ダブルス 2・ シングルス 1・ シン
グルス 2・ シングルス 3で実施する。なお、シングルス 1出場者以外はダブルスとシングルス
を兼ねて出場することができる。

ウ 1対抗戦は、 3マ ッチ先取とする。
工 監督・コーチ・マネージャーの変更は、大会事務局に所定の変更届用紙で提出する。ただし、追
加は認めない。

オ 選手の変更は、学校長及び都道府県高等学校体育連盟会長の承認を得て、大会事務局に所定の
変更届出用紙で提出する。

力 上記工・オについては、監督会議開始前 (監督会議受付でも可)までとする。
(2)個人対抗 (個人戦)
ア シングルス及びダブルスを行う。 (シングルスとダブルスは兼ねて出場できる。)
イ トーナメント方式による。ただし、 3位決定戦は行わない。
ウ 選手の変更は、いかなる場合も認めない。

9 使用用器具
(公財)日本バ ドミントン協会検定・審査合格用器具、及び平成 26年度第一種検定合格水鳥球を
使用する。

10 引率責任者及び監督・コーチについて
(1)引率責任者は、団体戦の場合は校長の認める当該校の教員とする。個人戦の場合は校長の認める学

競技規則
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校の職員とする。

(2)監督・コーチは、校長の認める指導者とし、それが外部指導者の場合は傷害・賠償責任 (ス ポーツ安
全保険等)に必ず加入することを条件とする。

11 参加資格
(1)選手は、学校教育法第 1条に規定する高等学校 (中等教育学校後期課程を含む)に在籍する生徒であ
ること。但し、休学中、留学中の生徒は除く。

(2)選手は、都道府県高等学校体育連盟に加盟している学校の生徒で、全国大会の参加資格を得た者に
限る。

(3)監督・コーチ・選手・マネージャーは、 (公財)日 本バ ドミントン協会に中込期限までに平成 26年
度会員登録を完了した者とする。

)選手は、平成 8年〈1996)4月 2日以降に生まれた者で、 1・ 2年生に在学している者とする。ただ
し、出場は同一競技 2回までとし、同一学年での出場は 1回限りとする。
)チーム編成において、全日制課程・定時制課程・通信制課程の生徒による混成は認めない。
)統廃合の対象となる学校については、当該校を含む合同チームによる大会参加を認める。
)転校後 6ヶ月未満の者は、参加を認めない。 (外国留学生もこれに準じる)但 し、一家転住などやむ
を得ない場合は、各都道府県高等学校体育連盟会長の認可があればこの限りではない。

)出場する選手はあらかじめ健康診断を受け、在学する学校の校長及び所属する都道府県高等学校体
育連盟会長の承認を必要とする。

)参加資格の特例
ア 上記(1)(2)(3)に 定める生徒以外で、当該競技実施要項により大会参加資格を満たすと
判断され、都道府県高等学校体育連盟会長が推薦した生徒について、別途に定める規定に従い

大会参加を認める。

イ 上記 (4)のただし書きについては、学年の区分を設けない課程に在籍する生徒の出場は一競
技 2回までとする。

【大会参加資格の別途に定める規定】
1 学校教育法第 72条 、 115条 、 124条及び 134条 の学校に在籍 し、都道府県高等学校体育連盟の大会の参
加   を認め られた生徒であること。
2 以下の条件 を具備す ること.
(1)大 会参加資格 を認 める条件
ア (公 財 )全 国高等学校体育連盟の 目的を理解 し、尊重す ること。
イ 参加 を希望す る特別支援学校・ 高等専門学校・専修学校及び各種学校にあつては、学齢、修学

年限 ともに高等学校 と一致 していること。また、広域通信制連携校の生徒による混成は認

めない .

ウ 各学校にあっては、都道府県高等学校体育連盟の予選会か ら出場が認め られ、全国大会への出場
条件が満た されていること。

工 各学校 にあつては、部活動が教育の一環 として、 日常継続的に責任ある顧問教員の指導のもと
に適切に行われてお り、活動時間等が高等学校に比べて著 しく均衡 を失 してお らず、運

営が適      切であること。
(2)大 会参加 に際 し守 るべ き条件
ア 全国高等学校総合体育大会開催基準要項 を遵守 し、競技種 目別大会申 し合わせ
事項等に従 うとともに、大会の円滑な運営に協力す ること。

イ 大会参加に際 しては、責任 ある教員が引率す るとともに、万一の事故に備 えて
傷害保険に加入 してお くな ど、万全の事故対策を講 じてお くこと。

ウ 大会開催 に要す る経費については、応分の負担 をす ること.

12 参加制限
(1)学校対抗 (団体戦 )
ア 参加チーム数
東 北ブロック (男 r3校・女子 3校 )

４

　

　

５

６

７

　

　

８

9
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関 東プロック(男子 3校。女子 3校)
北信越ブロック(男子 3校・女子 3校)
東 海プロック(男子 2校・女子 2校)
近 畿ブロック(男子 3校・女子 3校 )
中 国ブロック(男子 3校・女子 3校 )
四 国ブロック(男子 2校。女子 2校)
九 州プロック(男子 5校・女子 5校)
※上記 8ブロックは、同一府県からは 2校の参加はできない。
北海道ブロック

北北海道  (男子 1校・女子 1校 )
南北海道  (男子 1校・女子 1校 )
東京都    (男 子 2校・女子 2校)
埼玉県    (男 子 1校・女子 1校 )
神奈川県   (男子 1校・女子 1校 )
愛知県    (男 子 1校・女子 1校)
大阪府    (    女子 1校 )
開催地    (男 子 1校・女子 1校 )

イ チーム編成
監督 1名、コーチ 1名、マネージャー 1名、選手 5名以上 7名以下とする。また、 5名を欠い

た場合はチームとして認めない。 (同一校で男女で出場する場合は、それぞれに別の監督をつ

けること。 )

(2)個人対抗 (個人戦)
ア 参加数 (シングルス・ダブルスとも)
東 北ブロック (男子 2名 2組。女子 2名 2組)
関 東ブロック (男子 2名 2組。女子 2名 2組)
北信越ブロック (男子 2名 2組・女子 2名 2組 )
東 海プロック (男子 2名 2組・女子 2名 2組 )
近 畿ブロック (男子 2名 2組・女子 2名 2組 )
中 国プロック (男子 2名 2組・女子 2名 2組 )
四 国プロック (男子 2名 2組・女子 2名 2組)
九 州ブロック (男子 2名 2組・女子 2名 2組)
※上記 8プロックは、同一都府県から男女ともシングルス 2名、ダブルス 2組の出場はできない。
北海道ブロック

北北海道   (男子 1名 1組・女子 1名 1組)
南北海道   (男 子 1名 1組・女子 1名 1組 )
開催地     (男 子 1名 1組・女子 1名 1組)
※開催地の男女ともシングルス 2名・ダブルス 2組は同一校でもよい。
イ ダブルスの編成は同一校選手による。
ウ 監督は 1名 とする。 (同一校で男女出場する場合は、それぞれに別の監督をつけること。 )
(3)外国人留学生
ア 学校対抗 (団体戦)
申し込みは 2名以内とし、 1対抗戦の出場は、その出場人数 (1名 または 2名 )かかわらず、
1試合とする。

イ 個人対抗 (個人戦)
各ブロック及び開催地とも男女とも、シングルス 1名・ダブルス 1組までとする。

(4)マネージャーについて
マネージャーは、当該校の職員または生徒とする。

13組 合 せ
(1)(公財)日 本バ ドミントン協会指名の競技役員長 (レフェリー)、 もしくは競技審判部長 (デピュテイ
ーレフェリー)の指示のもと、 (公財)全国高等学校体育連盟バ ドミントン専門部との間で厳正に執

り行 う。
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(2)組合せ抽選会は、平成 27年 2月 7日 (土 )に行う。
北海道立総合体育センター (北海きたえ―る)小研修室

14 参加申込
(1)中 込書類  参加申込書 2部 (正・副 )
(2)申 込方法
ア 所定の様式により3部 (正・副・控)を作成 し、各校ごとに 2部 (正・副)を下記宛てに書留郵
使で申し込むこと。 (控は学校控 )

イ 申し込みの際には、 「全国選抜バ ドミン トン大会参加申込書在中」と封筒に朱書きすること。
(3)申込期限  平成 27年 1月 30日 (金)必着
(4)申込場所  〒001-0025 本L幌市北区北 25条西 ll丁 目

北海道札幌北高等学校 渡邊 励 宛
Tel.011-736-3191  1Fax.011-736-3193

15 参 加 料
(1)参加料
ア 学校対抗 (団体戦)1チーム   35,000円
イ 個人対抗 (個人戦)1シングルス  3.500円

1ダブルス   7, 000円
※シングルス・ダブルスともに出場する者は、 2種日とも参加料を振り込むこと。

(2)納入方法
ア 参加申込と同時に、 ド記口座に振 り込むこと。
イ 振込先
指定銀行 北洋銀行 新川支店  (ホクヨウギンコウ シンカワシテン)
口座番弓 普通 3177863
日座名義 第43回全国高等学校選抜バ ドミントン大会実行委員会事務局長 渡邊励

16表  彰
(1)学校対抗 (団体戦)
ア 男子及び女子の優勝校に、 (公財)日本バ ドミントン協会杯を授与する。
イ 男子及び女子の優勝校に、(公財)全国高等学校体育連盟バドミントン専門部優勝旗を授与する。
ウ 男子及び女子の優勝校に、(公財)全国高等学校体育連盟バ ドミントン専門部優勝盾を授与する。
工 男子及び女子の準優勝校に、(公財)全国高等学校体育連盟バ ドミントン専門部準優勝杯を授与
する。
オ 男子及び女子の 3位までの入賞校に、 (公財)日 本バ ドミントン協会賞状を授与する。
力 男子及び女子の3位までの入賞校に、(公財)日本バドミントン協会メダルを授与する。
※優勝杯、優勝旗、優勝盾、準優勝杯は持ち回りとする。

(2)個人対抗 (個人戦)
ア 男子及び女子ともシングルス及びダブルスの優勝者に、(公財)全国高等学校体育連盟バドミン
トン専門部優勝杯を授与する。

イ 男子及び女子ともシングルス及びダブルスの3位までの入賞者に、(公財)日 本バ ドミントン協
会賞状を授与する。

ウ 男子及び女子ともシングルス及びダブルスの 3位までの入賞者に、(公財)日 本バ ドミントン協
会メダルを授与する。

17 宿  泊
別紙「宿泊要項、宿泊申込書等」を参照のこと。詳細については、各学校に連絡する。

会議名 日     日| 場   所
監督会議 ヽ

「 成27年 3月 24日 (火 )14時
～ 北海きたえ―る大研修室

18諸 会 議
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19 連絡事項
(1)服装
ア 競技時の服装は、相手または観客に不快な感じを与えないようなウエア・シューズを着用すること。
色つき着衣を使用する場合及びシューズは(公財)日 本バドミントン協会審査合格品とする。

イ 上衣の背面中央に必ず高等学校名及び都道府県名を日本文字で明記し、文字の色は上衣に鮮明
に映えるものとする。日立たない場合には、ゼッケンをつけてもらう場合もある。 【上段:学校
名 (やや大きく)、 下段:都道府県名】ゼッケンを使用する場合は、自の布地で縦 1 5cm、 横
3 0cmの大きさを基準とする。 (ゼッケンの文字の色は、黒い色または濃紺色とする。)

3 0cm

学 校 名
都道府県名

ウ 開会式・閉会式に参加するときの服装は、競技時の服装とする。
(2)応急措置
競技時の傷害、疾病等の応急措置は主催者側で行 うが、その後の責任は負わない。なお、参加者は
健康保険証を持参すること。

(3)プログラムの無償配布
ア 学校対抗 (団体戦) 出場チーム (監督等を含む) 3部
イ 個人対抗 (個人戦) 出場者のみ (複は 1組 1部) 1部
(4)そ の他
ア 出場者は、必ず引率責任者によって引率され、引率責任者は全国高等学校体育連盟 「大会参加
者心得」を精読の上、事前に生徒指導の万全を期すとともに出場者の講堂に対して責任を負う
ものとする。

イ 部旗・応援旗の使用については大きくないものとする。
ウ 練習については、次のとおりとする。

I 5cm

工 開会式については、後日配布する「開会式要項」を参照のこと。
オ その他の連絡・注意事項については、後日配布する「連絡事項」を参照のこと。
力 問い合わせ先
〒00卜0025 本L幌市北区北 25条西 11丁 目 北海道札幌北高等学校内

北海道高体連バ ドミントン専門部委員長 渡邊 励 宛
Te1 011-736-3191 Fax 011-736-3193 E― mail h― wtnb@hOkkaido― c.edjp

20備  考
〈1)個人情報について
大会参加に際して提供される個人情報は、本大会活動に利用するものとし、これ以外の目的に利用

することはありません。

(2)(公財)バ ドミントン協会環境委員会よりお願い
ア 開催地のゴミの分別収集に協力してください。
イ 宿泊先の部屋を出るときには、エアコン・テレビ・ライ トのスイッチを消してください。
ウ マイ歯ブラシを持参して大会に参加 してください。

日     日寺 場   所
3月 23日 (月 )12:00～ 15:00 北海きたえ―る

3月 24日 (火)  9:00～ 12:0() 北海きたえ―る

3月 25日 (水) 8:30～ 15:00 北海きたえ―る
3月 26日 (木) 8:30～ 15:00 北海きたえ―る

3月 27日 (金) 8:30～ 15:00 北海きたえ―る
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医療機関のご案内

医療機関名 住所

通年 夜間急病センター 011-641-4316

けが(災害)24時間 当番医療機関
月 日 医療機関名 住所 電話番号

3月 23日 月 市内中央区北1西 6 011-231-2147

3月 24日 火 札幌厚生病院 011-261-5331

水 札幌中央病院 市内中央区南9条西 10-1-50 011-513-0111

3月 26日 木 いとう整形外科病院 市内中央区南2条西10-5 011-241-5461

3月 27日 ハコニ 札幌徳州会病院 市内厚別区大谷地東 1-1-1 011-890-1110

3月 28日 土 JCHO北海道病院 市内豊平区中の島1-8-3-18 011-831-5151

きたえ―る 最寄りの主な医療機関
医療機関名 住所 電話番号

紺野整形外科クリニック きたえ一るから310m 011-818-1511

札幌ライラック病院 きたえ一るから440m 011-812-8822

かわかみ外科・整形クリニック きたえ一るから450m 011-833-5888

KKR札幌医療センター(総合病院) 市内豊平区平岸1-6-3-40 011-822-1811
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夜間急病 (内科・小児科・耳鼻1国喉科・眼科)

市内中央区大通西19
1 月日  | I憂理亘コ

KKR札幌医療センター斗南病院

市内中央区北3東 8-5

3月 25日
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卜 :」 プ ノbジ ーン コフ
TR!PLE XENE CORE〔 SOLID RES:N CORE〕
従来のジーンコアはフレーム内部に一つの

コアだけでしたが、さらに研究開発を進め、

フレーム内部に 3つのコアを搭載すること
が可能になりました。(特許申請済み)ヒ ッ
ティング時のイヤな振動、衝撃を従来品よ

りさらに軽減する。面安定性、フレーム剛

性もさらに向上した。

デ ュラ ブん 卜ん ク オ プティマ イ +F―

DUR∧ BLE TORCIUE〔 ⊃PTIMiZER
フレーム下部 (ジ ョイント部)の内側を凸
構造にすることで、ねじれを抑制して面安

定性を高く保持し、さらにショットの際に

しなったフレームパワーをロスすることな

くシャトルに伝える。

フ し ツ ク ス コ ン ト E]― ん ス トラ ク チ ヤー シ ャ フ ト
FCS〔 FLE× CONTROIL STRUCTU RE〕 ―SHAFT
従来品が、手元側からしなるのに対して

ヘッド側でしなりを発生させる。ヘッドの

かえりのスピードをアップさせることでク

イツクタッチを可能にする。
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モアoジャバン構鵡 牡
TEL.045-730-0495 FAX 045‐ 743‐0392
取り扱い店募集中です。
どんな事でもお気軽にこ相談下さい。

お問い合わせ先は、045‐730‐0495 e¨ ma‖ :info@badmintonico.jp
または、下記のモア・スポーツ各店 (MMOA JAPAN NETWORK)へ :

北海道店
札幌店
青森店
黒磯店
栃木店
群馬店
横浜店

011-387-5950
0111-299-3926
0172-34-6884
0287-63-6483
0285-82-0466
0276-20-8830
045-716-1555

045-743-0566
0735-21-0810
086-293-3988
087-844-8115
092-565-6121
093-692-8234
0957-43-1440

熊本店
熊本南店
宮崎店
鹿児島店
屋久島店
沖縄店

0968-62-7412
0965-33-9209
0985-73-7908
099-251-()366
099-749-4840
098-831-7544

TRIPLE XENE CORE

HMG

ヒマラヤスポーツでもお取り扱い
がこざいます。取扱い店舗につき
ましては、お問い合わせの上こ確
認ください。

ヒ75,
SPORTS

http://Ⅵ A″■rhinaraya co.,p/

E■■■●さ
日■■■■●●ト

■■L,

‖+H

ｒ
ｒ
」
―

ト

ト
Ｌ[一　

一　

一

一

一
一

L
二

一

一　

一

Ｌ

Ｉ

紹
Ｊ
■ZL

′́
´
′

`
′
′`,
′

」
摯

FCS■ SHAFT NORMAL

口
日
□

tilffi
www.badminton.cojp/mobile/

PCffi
www.badminton.co jp

We hate a line drearn

L

横浜店2
新宮店
岡山店
四国店
福岡店
北九州店
長崎店



ロ

●

目
■
■

蠅

´
｀
■
°
■
｀
■

.ら
｀
■

ヽ
1ム

ヽヽ
Ⅲ

ン
4
軋 魃
一
颯

d
ヽ
、 0`

qし ヽ 麒

デザィッコリーメロロロロコ
ロロ1 ●■●2  

・

ハ_ドなデザィリoステ
リレスネリコレス

・

クリオマグナネックレ
ス

oいRlo Magn3 NeCklaCe 25.000円
+籠

本体のバ
_ッすべてに.“びにくく.嘔

くて

'夫 `ス
テンレス

(suS3o4)を 使用 .シ ン
フルで力強いデザ

インは・ 試合
・

薇ヨ・日常にて
アスリートのo大なる存在

感を演出します .

E;OtEEilht6 { ),l tltrl:.tU -1

園ヽ
ワ薇

ク リ t,1!l{v7?'v 'v7 円+■ ～CH81 O lmD!1.€ N€cklsca 43'OOO
*V a )\1 7^Y 

' 
ta

fla77t) ―卜から振書の慣■
を

材.軽■化と強度のです.身体に0しい1
パフォーマンスアツフ

にせ0お役立てくださ
い.

両立を実現 .

D― SERIES
オンとオフを切り書える.デザインにこだわったアクセサリー

PERF口 RMANEE
モチベーションを上げよう

TR AINlN G
トレーニングに■ヨ

「

¬

「 E“ロ

デザイン
"リ
ーX■■■■■■■

マクナネックレス

r,イフリリーX■■■■■■■

ステラネックレス アルフアリング ′(フォーマンスホットジェル

」 L 」 L 」 L

(])CHR!C)[ク
リオ] 11品ラインナップは、ヨリオ公式サイトヘ )|||口圏日|||ヨ

モテ
|

鸞

"元

:CSE株 式会社 クリオ●彙椰

虫章●中,区柳 31‐:21F l[L:03‐ 3,30‐ :450 @ www.chrio.jp E www.facebook.com/chriojp

NEW

ミト

REC口 VERY
マッサージでリカ′(リー

1
1

プラクティスTシャツ(ヨ:,自 )
LST14

“
●3…円●● 」L

´
”

´
”



バドミントンプレーヤーと共に創造するプロショップ|!

頼と実績でお届けします 〃御鬱
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Eコ國口四

日本バドミントン専門店会加盟店 て、
ロエフコ● ′

全国総店舗数99店舗、当加盟店はパドミントンに関して熟知している

プロのスタッフやアドバイザーが皆様のこ来店をお待ちしております。

個人の技術相談、地域の活性化から日本バドミントン界のレベルアップ

まで日本バドミントン専門店会はお手伝いさせて頂きます。

０

一

"〔

::″

"競口困
=レ
■

ロロ困口■

カタログ又はホームページから商品を選んで頂き

FAX専用発注書に必要事項をこ記入下さい。
お気軽に最寄りのカロ盟店迄、

お問い合わせ下さい。

「

F回
鵬翻里
¬―1 最寄りの加盟店、又はラクリ迄

||     |I  FAXし て下さい。
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上記にアクセスして頂きカタログ又はホームページから商品をお選びください。
できます。

日本バドミントン専門店株式会社は社名をラケットクリエイティブ株式会社通称 ラ・ ク・り に

変更しました。ネットショップでは各種メーカーラクリオリジナル商品や限定品を加盟店の協力

でアウトレット商品・廃盤品等のお買い得商品を常時掲載しております!! 又、新製品の情報・

販売も素早く対応しておりますので来店をお待ちしております。
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第43回全国高等学校選抜バドミントン大会
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選手の皆様のご健闘をお祈りいたします。

中学時代のクラブ活動において優れた実績を持ち、本校入学後もクラブ活動に励み、活目をめざす生徒を応援します

区分 特典 (支給額 )

A特待
強化指定クラフのみ適用

強化指定クラフ～バドミントン・野球・睡上・′ヽンドボール・嗅奏棗

●授業料半額相当額を3年同月々支給

●入学金の半額相当額 (10万円)を支綸

全クラブに適用

ただし、強化指定クラブ以外のクラフは

学習点Eランク・216点以上の生徒

C特待 ●入学金の全額相当額 (20万円)を支給
全クラブに適用

ただし、強化指定クラブ以外のクラフは

学習点Gランク・ 189点以上の生徒

詳しくはホームベージ、生徒募集要項に掲載

札 静 高等
●ユニバーサル科 ●普通科 (特進コース・総合コース)064-0916札幌市中央区南 16桑西 6丁目2番 1■

「クラブ活動奨励奨学生」でクラブ生徒を応援 !

基準 (採用人数制限あり)

●授業料等相当額を3年間月々支給

●入学会の全額相当額 (20万円)を支綸

B特待



<学校法人 北海道科学大学のブラン ドビジョン>

月ヒ海道科学大学
(旧北海道工業大学 )

北海道科学大学短期大学部

*Professional

機械工学科 情報工学科 電気電子工学科
建築学科 都市環境学科
看護学科 理学療法学科 義肢装具学科
臨床工学科 診療放射線学科
メディアデザイン学科 人間社会学科
自動車工業科

保健医療学部

未来デザイン学部

短 期 大 学 部

www.hus.acjp 〒006-8585 札幌市手稲区前田7条15丁目4-1
TEL 011-681-2161“ 表ヽ)
(短期大学部札幌市豊平区中の島2条6丁目2-1)

道科学大学 北海道薬科大学 」ヒ海道薬科大学附属薬局
北海道尚志学園高等学校 北海道自動車学校

学校

法人

北海道 No.1の実学系総合大学を実現します。

(旧北海道自動車短期大学)

工  学  部



第43回 全国高等学校選抜バドミントン大会

出場選手皆様のご活躍を期待しております

北海道実業国バドミントン連盟

会  長

副 会 長

・條

平山

若林

渋井

高橋

帝原

小林

関野

昌幸

三城

秀博

敏紀

進

薫

妻 _
耐

有起

木村 敏男  山田  元  中川  肇

理 事 1`

劇理事長

常務理事

松村

小倉

山本

徳市

隆司

範行

松野 英彦  田辺 道郎
浅越 美枝子 小野 敏和
宇野 裕治  松目  誠

HJBR
U
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第 43回全国高等学校
選抜バ ドミン トン大会

北海道のおみやげは、札幌中心部

最大級の当店でお求めください。
北海道みやげ

ぬ

このバンフレッ トをご持参の上

狸小路店にご来店のお客様には

特別優待価格にて販売致 します
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2015.3.31ま で

会場内に特設売店を出店しております
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TEL 011‐ 221-0567 FAX 011-241-3505
カ1lρf〃wwl″|.fan“彙′ya.CO.′p

特別優待



プレーヤーのためのアイテムがここに !

プラックナイトは1976年
カナダバンクーバーで誕生。

バドミントンから姶まつたプランドは

今や世界 30カ 国で愛用される
ラケツトスポーツプランドヘと成長しました。

blackkn ig ht-badm inton. com

et
lackets
lackets

R
Squas

Badmint

丁

Trainer
Trainer

01
ψ

S
Tape

5trings

○

Badminton&Squash Cornpany
ア イ ベ ッ ク ス ポ ー ツ 株 式 会 社 (プラックナイト社製品正規日本総輸入代理店 )

〒252-0301神奈川県相模原市南区松が枝町 2-7 TEL:042-フ49-8885

Ma‖:info@bla(kknight‐ badminton.com From CANADA

信頼と実績でお届けするプロショップ″
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浚ある

●地下鉄東西線
『西11丁 目駅』下車 徒歩3分
(2番出口)

●市電 西10丁目
『中央区役所前』下車 徒歩1分

日本バドミントン専門店会
ストリンガー認定店

ブリンス
ホテル

大 通 公 園

西 12丁 目 地下餃 |

2■出ロ
西 10丁 目

ボストレベイ

ラケットンヨツプ

スガワラ

石
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西 4丁

1,置円
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山
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丁ENNIS&BADMIN丁 ON SHOP
(有)ラケットショップ

スガワラ
〒060-0061

札幌市中央区南1条西11丁目
第3-条 ビル

Tel(oll)271‐ 3855
Fax〈011)290‐ 1668∫|″ ll″ l11″

|||′
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g cparel
Shirts

Shirts

http://www. rs.sugawara.co.j p



北 翔 大 学 生 涯 ス ポ ー ツ 学 部 :ス ポ
ーツ教育学科 :健康福祉学科

〒069‐ 8511北 海道江別市文京台23番地 TEL 011‐ 386‐80¬
`や

/FハX011‐ 387‐ 3739 infoOhokuSho判 ac lp/www hokusho‐ u ac,p

生湮スポーツ
学部 健康福祉学科C口)

N」ヒ翔大学

′
●

椰祉0学びに
優豪■ ■をフラス .

■介
=●
社士 ●社会福祉士

E健康濠動実践相●苦
薔初級障害者スポーツ指導者
■レクリエーション・インストラクター など

取尋できる

主な賣格

スポーツ教育学科 薪鸞鍵 貢献.

■中学校・高霧学校教綸―■免諄状 (保建体青 )

日特別支援学校教綸―籠免薔状 豪中綺中

●(財 )日本体青協会公ロスボーツ指導者 共熙 日I・ II・ ::I

口健康運動指導士 ●アスレティックトレーナー など
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130年の歴史。
ロ

ロ

北海学園の歴史は明治18年

北海英語学校の創設からはしまり、

北海道の開拓の歴史とともに歩んできました.

建学以来、開拓者精神を支柱に

質の高い教育研究を実現し

地域社会に貢献しています。
大 学 院 ■6研究科9専攻

(修士博士後期)課 i■ .専門職学位課程)

● 済 学 椰 日経 済 学 科 (]部 2部 )

北海商科大学大学院

■商学研究科

―
ビジネス専蜂 士課程・博士後期課程

地域経済学科 (l部  2部 )

経 営 学 IB

法 学  部

人 文 字 椰

工  字 椰

経

経

法

政

営 学 科 (1部 2部 北海商科大学

■ 商 学 部営情報学科 (

律 学 科 (

治 学 科 (

部

部

部

部

部

部

３

部

商学科・観光産業学科

日本文化学科
■国際ビジネス.目畷観光を担う人材の螢咸

■少人数教育とバイリンガル教育の充実

■専門喘贅格取■を目指す0門キャリアアツプ

(APQ)教育の実餞

■躍進する北東アジア(■口・●口)地域琴協力

の実践

■産学官連携と国際共同を事軸にする地域ロ

着型教育の実践

英米文化学科 (1部

社会環境工学科

(社会環境コース環境情報コース)

■建 築 学 科
■電子情報工学科
■生 命 工 学 科

お間t｀合わせ 入H日入
"ロ,∝2薇)5札颯市壼平区鬼可4丁目1■|¨ Tol(011)(“ 1・ 1161(R)

層屁10120‐ 86-2244    http://hgu.lp/

お問い合わせ 入試・ 広ロセンター入口係

〒∞2囲 71t颯市豊平区●マ6晏6丁 目lo■ Tol(011'“ 1・ 1161(代

'

oR:10120‐ 733‐066 htp:〃 www.hokkal ac ip

スホーツを通して

生後0蔵長を

広曇したい .
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子どもの心に

寄り濠いたい………―一― ち́ 、

取得できる

主な■格

きみと学問のあいたに。 国際″ ネス・観光ビジネスを学ぶ
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北海学園大学 北海商科大学

毎年 [画丞亜 ]
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健康ながづぐクのベヌ ハパー ハオー

医 療 法 人  仁 陽 会

魚こ西 岡第 病 院■■■■■

院長 皆‖: 裕樹

整形外科・リハビリテーション科・内科

消化器科・ リウマチ科・麻酔科(原田有三)診療科目

〒062‐0033 本L幌市豊平区西岡 3条 6丁 目8番 1号
TEL 011-852-7171 URL http://nis lokadancihi.o■ 1っ/

診療受付時間

平  日 // 午前 9:00～ 12:00   午後 1:30～  6:00

土曜 日 //午 前 9:00^‐ 12:00
※日曜、祝日は休診  ※火曜日は午後5時まで  ※内科は診療時間が変わります

〒001-0925 札幌市北区新川 5条 4丁目 2-8
TEL&FAX 011-763-0110
h"p://shinkawashindo.com/

※当院では、無料巡回バスの運行を行つております。

停留所、時刻表などの詳しい情報は、ホームヘージ、

またはお電話にてお問い合わせください。

整形外科

漢方内科

●

モダ石

EE口圧ココ

れ ,
報
呻 ヽ

新

□嘔ロコロ

●

J
J
ギ, 条店3斯 ●

,新
札幌北二十八条
郵使局

●

iC urgeryin 0 0 U ope

理事長 野中 仲介

新川新道整形外科病院
● 0

リハビリテーション科 麻酔科

ペインクリニック外科

●障害予防や競技力向上のための運動指導、メディ

カルチェック、テービング指導等の対応を致します。

●症状などのご相談をメールにて承つております。

E■nai::nonaka7630110@rice.ocn.ne」 p

新川新道整形外科病院

ツルハトラツグ

新川幼稚国

々
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勝負lま、この
～私たちは、選
全カプレ

手のみなさんの ■

―を応援します ! |～

ひとりひとりを大切に

いじめのない心の学園

,
`メ
:
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Eヨ DESCENTE
体操着つて、青春着。 Move Sport

仲 間 が い る 。思 い 出 が あ る 。

E■
G00D SCH00L L:FE 明石檜艘興彙株式会社

G00D SCH00L SPORTSWEAR
Licensed by DESCENTE

帯広出嘔所

面
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ツト■体旧川,自所
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9札幌龍谷学園高等学校

´



本  社 /〒 006‐ 0832 札幌市手稲区曙2条5丁目2番 54号
TEL 011‐ 682‐ 1451  FAX 011‐694-4406

東京支店 /〒 103-0005 東京都中央区日本橋久松町10番 10号久松ビル3F
TEL 03‐ 5847‐ 8330 FAX 03・ 5847‐ 8331

26000016(02)

Ч

プラ.
RYUBUND10)

言撫≡蓬|≦≧率童 遷ロ

漁

'
¬ト

リ ヽ
Lヽ/
と,.

″
/

360° 全方位を見据えた

業務展開のために。

龍支堂URLhttp:,7www.ryubundo.co.!p e-mailinfo@ryubundo.co.jp

ロモーション

クトプランニング
nning
アド′`タイジング
lvertising

選手の皆さんの健間をお祈りします
優秀 0衛生設備でまごころのお料理をお届けする!
お弁当=会議用'イベント用弁当。オードブル寿司。おにぎり。惣菜・仕出し,その他

オー ドブル 6人曲 オー ドブル (5人閣 寿司盛合せ 6人閣

4,400(税込)   5,600(税込)   2,000(税込)

―
■

“

―

,Oi
オ ´

7ri r.'

、 ゝ

オードブル6人盛)
3,200(税込)

株式会社

″ ■■■■■
」 m‐ ‐ ‐ ‐ l

― ― ―ヨ ー ー

■ ■ 目 ■

■,(代表)666・5678 FAX 666・ 2501

〒063・ 0835札幌市西区発寒15条3丁目3番 74号
URt htto:′ /WWW.kk‐niSSin.COm E‐ mail lunchOkk‐ nissin.com

フリーダイヤル0120‐ 447・373

6lrt Promotion

【

リンティンクフロモーション

小部屋弁当  幕の内弁当
830円～1,0301l R。  720「]～ 1,030円恥
「



祝
第43回全国高等学校選抜バドミントン大会

北海道レディースバドミントン連盟

会 長

副会長

理事長

木 本 由 孝

島中玲子 三上裕子 青木夫早江

渡辺由美子

札幌大学 男子バドミントン部

笏

′」

「
″
′
`:アタ

′

本L帳太1学

画面0120… 15¨ 3201

hnp://ww sapporo u ac.jp

札 幌 大 学

地域で学び、地域で活かす。

π 苫,11牧翻澤大学TOMAKOMAI KOMAZバ AヽlA UNIVERSI丁Y

〒059-1292 苫小牧市錦岡 521‐ 293
:0144-61‐ 3111 (代ぅそ)  F:い、X:0144‐ 61-3333
Email:komamail@e.t― komazawa.acjp
URL:http://www■‐kOmazawa.ac.jp

TEL

■

サツタイ
マッチング

私
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rl』|レ 札帽大学文子短期太字薔β

私 を 変 え る 大 学 .

“

明
〔̈
'11・

y。

'hl●
。(て
'a,"'0・

。て1,



獣医学31

酪農学園大学
□調選藝

7
〒∞
'帥
1北海道工別市文京台饉何582■地

)\Ea E trr
T E L: O1l'388-413a
FAX Ot 1-386-1220
MAIL : rE nyusi@rakuno.Ec lp
httpJ/wwwrakuno.ac.Jp

-0120-771-663

1文学研究科 経済学研究科 社会福祉学研究科
1英文学科 心理・応用コミュニケーション学科
1経済学科 経営情報学科′′経済法学科
1福祉計画学科 福祉臨床学科 福祉心理学科
1英文学科 生活創造学科

〒004‐8631札幌市厚別区大谷地西2丁目3番 1号
TEL(011)891-2731(イt表) URL htp://wwi″.hokusei.ac_ip

Hokuse i Gakuen Uniuersity

北星学園大学
北星学園大学短期大学部

社会福祉学

1短 期 大 学 部

"T
ヽ

院

部

部

部

塾
・

学
挙
瀞

大

文

経

宗 女子 体 日 大学
東京女子体育短期大学 Tel:042‐ 572‐ 4131(代 |

なごやかな雰囲気づくりを大切に TEL 2 31-7400

TEL 2 7 1‐ 2881

TEL 5 3 1-7476

TEL 51 1-7965

TEL 6 4 4-0691

0い ●Ь

‖
・
l ‘ヽノ一エ

イ
ア

・
雷
勝

４
♂
Ｉ

＾
壺
，
Ｌ
曖
^表
取嬌役  土江田 真

ひと、地球、みらい。
土に触れ、自然を感じ、人と出会って、夢がふくら●…。

だから学よ、だから●える。その一つ0と つが未栞に彙がってしヽく。

燿
欄

1|`|

ミニオープンキャン,ヽスh■■
72∝ R,●●予菫

〆

一生ものの、姿勢 つくる。

角魚物由乙

三川屋会館本館

三川屋会館・豊 (ほぅ)

たヽ 満ヽ規 か―にばる

スナックか―にばるゆ″Dへ0

層,ら●琴似 か―にばる

中央区南 3条西 5丁 曰

中央区冑 3条 西 6丁 目

中央区 自 6彙 西 3F目

中央区●5条西 3■ 8

●区,似 2無 lT曰

一
一



口■■ロ

札幌市中央区南1条西4丁目

TEL 011-231‐41101 FAX 011-232-0788
口■■■

21世紀スポーツ大事典
(編集主幹〉中村敏雄、高橋健夫、寒川恒夫、友添秀則 OB5判涵入■378頁 定価=本体32000円+税

スポーツにかかわるすべての人の知識の拠り所
::概念、歴史、ルール、技術・戦術、オリンピックはもちろん、人種、ジエンダ

~、 障がい者をはじめ、

::経済、政策、倫理など、スボーツにかかわるさまざまな分野からスポーツ'1'象を解説。

::スポーツの “いま"を知るための決定版 !                 973446,06235つ

■■■

Fncyclopedia of lr/odern Sport ２１

世

編

ス

ポ

ー

イ

ス

コ
■

■

大修館書店 ごり主文は)●03・3860・ 2651願売部)脚腱P」″い″W・taishukan.●●.ip

森住製麺オリジナル商品
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株 式 会 社 森 住 製 麺  繭 0120‐ 81Ⅲ9353

札幌市東区北45条東17丁目3-12  ●011-781-9353(AM9:00～ pM5:00)
http:′′Ⅵ

"n″
.rnorLumiseirnen.comノ   E― mallinfo@mo『 izumiseimen.com

教  逸
第43日仝日島半学晨【よバドミントンス谷

進子。関係者の容穏

光洛逍 バドミントン協会
会 捩  呆な 二
副会扶  後々よ亮子 手ユ ニ式

阜ら 守え  1ヽ
“
薇十

理事扶  河埼 工
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選手の皆様の健闘を祈ります。

{株}藤井運動具店
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地方発送も承ります ―
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祝 出場
第 43 △

」L 玉 高等学校選抜バ ドミントン大会

選手皆様の全カプレーを応援します

<協賛校・地区協会 ご芳名>

ロ

旭 11 西
旭 11南
旭 |1 北
旭 り| 工 業
旭 り| 商 業

旭 り| 凌 雲
旭 り| 東 栄 書

<函館地区協会 >
函 館 中 部 :七

函 館 西市 立 函

東   り11
鷹   栖
上   り||
旭 川 龍 谷
旭 川 実 業
留   萌

北 見 緑 陵

< ′1

北 見 工 業
北 見 商 業
網走南ヶ丘

網 走 桂 陽
紋 男lj

帝

< 苫小牧地区
苫 小 牧 東
苫 小 牧 西

苫 小 牧 南

苫小牧工業

苫小牧総経

鵡   り||
穂   別
書

壼

壼

津   別
女 満 別
清   里
遠   軽
佐 呂 間
北見藤女子

帯 広 工 業
帯 広 緑 陽
池 田

大    樹
広    尾

釧 路 明 輝

釧 路 工 業
釧 路 商 業
厚 岸 翔 洋

根   室
根 室 西
別   海
中 標 津
標   津
羅   臼
釧路工業高専

オし幌 創 成

本    別
芽    室
清    水

帯広南商業
75'  ′ι、  Hし

帯 広 大 谷
江 陵

壼

白   糠
+面
1示 茶

更 弟  子
<札幌地区協会メ

厚   真
白 老 東
,甫    河
静   内
富   川
え  り も
苫小牧工業高専

苺
●
●

札 幌 西
札 幌 南
札 幌 北
札 幌 月 寒
札 幌 啓 成
札 幌 手 稲
札 幌 丘 珠
札 幌 東 陵
札 幌 西 陵
札 幌 南 陵
札 幌 北 陵
札 幌 白 石
札 幌 真 栄
札 幌 厚 別
札幌あすかぜ

札 幌 東 豊
札 幌 稲 雲
札 幌 英 藍
札 幌 平 岡
札 幌 白 陵
札 幌 工 業
札幌琴似工業
札幌東商業
札幌国際情報
江    別
野   幌
大   麻
千   歳
千 歳 北 陽
恵 庭 南
恵 庭 北

札 幌 旭 丘
札 幌 開 成

札 幌 藻 岩
札 幌 清 田
札 幌 新 川
札 幌 平 岸
札幌啓北商業

当    別

ヨヒ    ,毎

東 海 大 四
北 星 女 子
札 幌 大 谷
札 幌 静 修
札 幌 北 斗
札幌山の手
札 幌 新 陽
文教大明清
札 幌 龍 谷
尚 志 学 園
北海学園札幌
立命館慶祥

本し 幌 東 北 広 島
北 広 島 西
石 狩 翔 陽
石 狩 南

函 館
函 館

函 館

函 館

大 野

工

商
水
稜
扇言

館

業 :函大付属有斗

業 :函館ラ・サール

産 :遺 愛 女 子
北 :函館白百合
業1函 館 大 妻
:函大付属柏稜

:江    差
」ヒ

森

ノヽ

松 前 桧 山
<室蘭地区協会>
室 蘭 栄:登 別 青
室蘭清水丘 :伊 達

室 蘭 東 翔 :伊 達 緑 丘
室 蘭 工 業:大 谷 室 蘭
書  :  脅

潮 陵

倶知安農業
不ヨ 内

寿    都
札 幌 光 星 :札 幌 日 大
北星大附属 :とわの森三愛
札 幌 第 一:藤 女 子双    葉

L ど

<北空 ' :区協会> <南空知劇:区協会 >
り|

深

戸

川 西

月ll

り|

,1じ 川

會

西 岩 見 沢 西
岩見沢農業

長
岩見沢緑

=フ
]
′
「

名   寄
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